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は
じ
め
に

一
八
八
二
年
四
月
、
北
海
道
日
高
地
方
の
南
端
、
襟
裳
岬
西
側
の
海
岸
に
、
一
艘
の
英
国

船
が
座
礁
し
、
七
〇
〇
人
を
超
え
る
乗
員
が
上
陸
し
た
。
こ
こ
で
は
札
幌
県
・
函
館
県
・
外

務
省
の
公
文
書
や
新
聞
記
事
に
基
づ
い
て
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
基
礎
的
な
事
実
を
整
理
し

て
み
た
い
。

私
が
こ
の
事
件
に
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
二
〇
一
六
年
に
北
海
道
博
物
館
で
開
催
し
た
漂

着
物
を
主
題
と
す
る
展
示
会
に
向
け
て
、
北
海
道
立
文
書
館
で
札
幌
県
の
簿
書
を
め
く
っ
て

い
た
と
き
だ
っ
た
ろ
う
か
。
広
東
省
出
身
の
中
国
人
の
名
前
が
延
々
と
並
ん
だ
史
料
に
出

合
っ
て
、
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
。
北
海
道
の
歴
史
を
周
辺
地
域
と
の
関
わ

り
の
な
か
で
知
ろ
う
と
す
る
と
き
、「
北
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
北
海
道
」
と
い
っ
た
物
言
い

を
よ
く
し
て
き
た
が
、
こ
の
事
件
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
香
港
へ
、
北
米
へ
と
つ
な
が
り
、

北
東
ア
ジ
ア
の
範
囲
か
ら
は
み
出
し
て
い
く
の
を
感
じ
る
。

こ
の
船
、
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
の
座
礁
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
知
ら
れ
て
は
き
た
。

例
え
ば
『
新
北
海
道
史
年
表
』
は
、
一
八
八
二
年
四
月
十
日
の
項
に
「
英
船
メ
リ
ー
タ
サ

ム
号
、
幌
泉
郡
油
駒
村
海
岸
に
難
破
。
乗
員
六
七
四
人
（
う
ち
清
国
人
人
夫
六
一
三
人
）
無

事
上
陸
。
の
ち
函
館
を
へ
て
東
京
に
送
致
」
と
記
す（

1
）。
簡
潔
な
記
述
な
の
だ
が
、
乗
員

の
人
数
や
送
致
先
が
事
実
と
異
な
る
。

『
増
補
え
り
も
町
史
』
は
巻
末
に
収
め
る
年
表
の
一
八
八
二
年
の
項
に
「
英
国
船
メ
ア
タ

サ
ン
号
が
襟
裳
岬
付
近
で
進
路
を
誤
り
、
油
駒
海
岸
に
座
礁
。
乗
客
の
中
国
人
七
三
〇
余
人

と
乗
務
員
三
〇
余
人
は
警
察
署
員
と
住
民
に
よ
っ
て
全
員
無
事
救
護
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
救

助
船
の
手
配
が
進
展
せ
ず
、
民
家
に
分
宿
し
て
二
か
月
間
滞
在
す
る
。
郡
内
住
民
は
そ
の
保

護
に
苦
労
す
る
」
と
記
す（

2
）。
船
の
名
が
不
正
確
な
以
外
特
に
間
違
い
は
な
く
、
年
表
の

記
述
と
し
て
は
妥
当
と
思
う
が
、
何
分
ご
く
簡
潔
で
、
こ
の
船
、
そ
し
て
乗
っ
て
い
た
多
く

の
中
国
人
が
、
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
た
の
か
、
等
々
、
基
本
的
な
こ
と
が
わ

か
ら
な
い
。

海
難
事
件
は
、
地
域
間
の
人
や
物
資
の
行
き
来
な
ど
の
具
体
的
な
様
を
露
わ
に
す
る
こ
と

が
あ
る（

3
）。
突
如
生
じ
た
異
文
化
・
異
民
族
と
の
接
触
の
有
様
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
北

海
道
の
歴
史
を
よ
り
広
い
視
野
か
ら
見
つ
め
る
力
を
培
い
た
い
。

一
　
座
礁

（
一
）
事
件
の
発
生

①
座
礁
船
の
発
見
と
救
助

事
故
が
起
き
た
の
は
、
一
八
八
二
年
四
月
十
日
未
明
の
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
日
の
早
朝
、
幌
泉
郡
小
越
村
の
宮
古
丑
五
郎
が
、
放
牧
し
て
い
た
馬
を
取
り
に
行
っ

た
と
こ
ろ
、
午
前
七
時
三
十
分
頃
、
油
駒
村
字
テ
ス
ケ
海
岸
の
上
の
野
で
、
一
人
の
外
国
人

が
両
手
を
上
げ
て
し
き
り
に
招
く（

4
）。
近
く
に
行
っ
た
が
、
言
葉
が
通
じ
な
い
。
海
岸
を

見
る
と
「
外
国
汽
船
難
船
」
が
目
に
入
っ
た
。
何
が
起
き
た
か
は
一
目
瞭
然
だ
。
宮
古
は
小

越
村
戸
長
役
場
に
駆
け
つ
け
、
事
態
を
知
ら
せ
た
。
図
2
で
「
テ
シ
ュ
ケ
�
」
と
あ
る
付
近

が
座
礁
地
点
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

山
田
伸
一
：
北
海
道
博
物
館
　
研
究
部
　
歴
史
研
究
グ
ル
ー
プ
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八
二
年
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、
襟
裳
岬
近
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で
座
礁
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英
国
船
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サ
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)
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中
国
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方
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）、
中
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人
労
働
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to Am
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（Portland, O

regon State, Am
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究
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ト
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図1　関連地図� ＊仮製5万分の1地形図「幌泉」「庶野」「襟裳岬」（陸地測量部、1896年）より

図2　座礁地点付近
	 ＊仮製5万分の1地形図「襟裳岬」（陸地測量部、1896年）より
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宮
古
は
柳
田
勘
之
助
方
に
止
宿
中
の
林
重
次
郎
（
函
館
区
旅
篭
町
）
が
英
語
を
心
得
て
い

た
の
を
思
い
出
し
て
声
を
か
け
、
た
ま
た
ま
滞
在
中
だ
っ
た
札
幌
県
租
税
係
員
と
も
連
れ

立
っ
て
、
座
礁
現
場
に
駆
け
つ
け
た
。

林
の
報
告
に
よ
る
と（

5
）、
現
場
で
は
汽
船
が
「
巌
石
」
に
突
き
上
げ
ら
れ
、
バ
ッ
テ
ラ

二
艘
で
「
便
毛
人
」
を
順
次
上
陸
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
バ
ッ
テ
ラ
は
西
洋
船
に
搭

載
さ
れ
た
小
舟
の
こ
と
。「
便
毛
人
」
と
は
、
頭
頂
部
に
弁
髪
を
垂
ら
し
た
中
国
人
（
清
国

人
）
の
こ
と
だ
ろ
う
。
上
陸
し
て
指
揮
を
し
て
い
る
「
一
等
運
転
手
」
に
事
情
を
尋
ね
る
と
、

「
深
霞
」
の
た
め
図
ら
ず
も
難
船
し
た
、
と
答
え
る
。

林
は
バ
ッ
テ
ラ
に
乗
っ
て
本
船
に
行
き
、
船
長
に
対
面
し
て
種
々
尋
ね
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
船
は
ロ
ン
ド
ン
「
メ
レ
テ
ト
社
」
の
「
メ
レ
テ
ト
号
」（
実
際
はM

ary Tatham

）
で
、

三
月
二
十
七
日
、
香
港
で
広
東
人
六
六
七
名
、
乗
組
員
三
一
名
を
乗
せ
て
出
港
。
四
月
二
日

に
長
崎
に
寄
港
し
て
、
四
日
に
米
国
西
海
岸
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
へ
向
け
て
出
港
し
た
。
十
日

午
前
三
時
、
深
い
霞
の
中
を
「
二
等
運
転
手
」
が
運
転
中
、「
船
体
激
響
之
音
ヲ
発
シ
」
て

巌
石
の
上
に
突
き
上
げ
、
船
腹
が
破
れ
て
浸
水
し
た
。
食
料
な
ど
困
る
こ
と
は
な
い
か
と
林

が
尋
ね
る
と
、
米
を
多
少
陸
揚
げ
し
た
が
、
釜
が
な
い
、「
便
毛
人
」
へ
の
食
事
の
支
度
を

し
て
く
れ
、
と
深
く
依
頼
さ
れ
た
。

岸
に
戻
っ
た
林
は
、
租
税
係
森
可
直
や
小
越
村
出
張
村
役
南
条
雄
藏
、
山
形
亥
三
郎
ら
と

対
策
を
協
議
し
、
直
ち
に
握
り
飯
を
破
船
現
場
に
運
ん
で
、
終
日
通
訳
の
役
割
を
果
し
た
。
　

午
後
七
時
ま
で
に
船
に
乗
っ
て
い
た
全
員
が
無
事
上
陸
し
、
清
国
人
の
う
ち
五
一
五
名
は

小
越
村
に
、
二
二
二
名
は
油
駒
・
歌
露
・
歌
別
各
村
に
止
宿
さ
せ
、
船
長
ほ
か
の
乗
組
員
や

水
火
夫
ら
は
、
座
礁
地
点
近
く
の
「
吉
田
岩
松
昆
布
納
家
」
に
宿
泊
さ
せ
た
。
戸
長
に
よ
れ

ば
、
小
越
村
と
油
駒
村
の
住
民
一
同
が
救
助
に
駆
け
つ
け
、
食
料
に
つ
い
て
は
小
越
村
か
ら

米
一
石
四
斗
六
升
余
、
油
駒
村
か
ら
米
三
斗
三
升
を
炊
き
出
し
、
朝
昼
二
度
、
握
り
飯
を

作
っ
て
運
ん
で
対
応
し
た（

6
）。

翌
十
三
日
、
油
駒
・
歌
露
・
歌
別
に
止
宿
し
て
い
た
清
国
人
を
小
越
村
に
、
十
四
日
に
は

全
員
を
小
越
村
か
ら
幌
泉
村
に
移
動
さ
せ
、
各
家
に
分
宿
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
六
月
一
日
に
迎
え
の
船
が
来
る
ま
で
、
清
国
人
た
ち
の
幌
泉
村
滞
在
は
一
月
半

以
上
も
続
く
こ
と
に
な
る
。

②
札
幌
県
と
函
館
県
の
対
応

四
月
十
一
日
、
事
故
を
知
ら
せ
る
た
め
、
橋
爪
正
夫
警
部
が
幌
泉
村
を
発
ち
、
十
四
日
に

札
幌
に
着
い
た（

7
）。
知
ら
せ
を
受
け
た
札
幌
県
は
、
翌
十
五
日
、
幌
泉
に
戻
る
橋
爪
警
部
に

同
行
さ
せ
て
五
等
属
小
阿
瀬
克
明
を
現
地
に
派
遣
す
る
。二
人
は
十
八
日
に
幌
泉
村
に
着
い
た
。

札
幌
県
は
十
四
日
の
う
ち
に
、
函
館
県
に
電
信
で
事
故
を
知
ら
せ
、
遭
難
者
た
ち
を
迎
え

る
船
の
派
遣
に
つ
い
て
領
事
と
談
判
す
る
こ
と
、
外
務
省
な
ど
に
必
要
な
上
申
を
す
る
こ
と

を
依
頼
し
た
。
領
事
と
は
函
館
駐
在
の
英
国
領
事
の
こ
と
だ
ろ
う
。

十
七
日
、
札
幌
県
は
函
館
滞
在
中
だ
っ
た
調
所
広
丈
県
令
の
代
理
と
し
て
警
部
長
辰
野
宗

城
を
現
地
に
派
遣
し
た（

8
）。
辰
野
の
現
地
滞
在
は
短
期
間
で
、
二
十
六
日
に
は
札
幌
に

戻
っ
て
お
り
、
札
幌
県
と
し
て
の
こ

の
件
に
関
す
る
幌
泉
で
の
対
応
は
、

実
質
的
に
小
阿
瀬
が
担
っ
た
。

函
館
県
は
、
根
室
行
き
の
函
館
丸

に
同
乗
さ
せ
て
外
事
係
所
属
の
御
用

係
長
岡
照
止
と
中
国
語
通
訳
の
彭
城
、

用
度
係
員
一
名
の
計
三
名
を
現
地
に

派
遣
し
た
（
四
月
十
八
日
着
）（

9
）。

十
九
日
に
は
、
漂
着
者
た
ち
を
迎
え

る
船
の
派
遣
に
つ
い
て
、
外
務
省
に

相
談
す
る
電
報
を
送
っ
た
。

③
上
陸
後

小
阿
瀬
五
等
属
が
四
月
十
九
日
付

で
札
幌
の
佐
藤
秀
顕
大
書
記
官
に

送
っ
た
最
初
の
通
信
は
、
現
地
の
様

表1　幌泉郡各村の戸口数（1880年）

　 本籍 寄留
　 戸数（戸）人員（人） 男 女 戸数（戸）人員（人） 男 女
近呼村 23 68 36 32 　 40 32 8
笛舞村 28 88 47 41 　 59 43 16
幌泉村 106 348 182 166 19 455 358 97
歌別村 36 122 68 54 　 102 87 25
歌露村 15 53 26 27 　 30 23 7
油駒村 22 80 44 36 　 37 28 9
小越村 51 159 92 67 　 160 131 29
庶野村 65 224 136 88 　 212 181 31
猿留村 14 40 17 23 　 89 79 10

計 360 1,182 648 534 19 1,184 962 232
出典：1880年1月1日調べ「開拓使本庁管内村別戸口表」（『えりも町史』318頁）
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子
を
伝
え
る（

10
）。

清
国
人
七
三
九
名
は
、
十
二
日
ま
で
上
陸
地
に
滞
在
し
、
十
三
日
に
二
〇
〇
名
を
、
十
四

日
に
残
り
五
〇
〇
名
余
を
幌
泉
村
へ
、
山
道
三
里
を
徒
歩
で
移
動
さ
せ
た
。
幌
泉
村
で
は

「
各
家
ノ
大
小
ニ
拠
テ
相
当
ニ
割
当
テ
旅
宿
セ
シ
メ
、
至
ル
所
清
国
人
ノ
多
少
ア
ラ
サ
ル
所

ナ
ク
、
事
実
ニ
暗
キ
旅
人
ヨ
リ
之
ヲ
見
ル
ト
キ
ハ
、
当
地
ハ
該
人
種
ヨ
リ
成
立
タ
ル
一
村
落

ニ
似
タ
リ
」
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
こ
の
二
年
前
、
一
八
八
〇
年
一
月
現
在
の
幌
泉
郡
各
村

の
住
民
数
を
見
る
と
（
表
1
）、
本
籍
者
と
寄
留
者
を
合
せ
て
、
油
駒
村
一
一
七
名
、
幌
泉

村
八
〇
三
名
し
か
い
な
い
。
そ
こ
に
七
〇
〇
名
を
超
え
る
清
国
人
が
加
わ
っ
て
は
、
景
色
が

一
変
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

小
阿
瀬
の
観
察
で
は
、
清
国
人
に
は
昼
夜
の
別
な
く
も
っ
ぱ
ら
窃
盗
に
心
が
け
る
者
、
海

岸
に
漂
着
す
る
昆
布
を
採
集
し
て
乾
燥
す
る
者
、
商
家
の
店
頭
に
た
た
ず
ん
で
い
る
者
な
ど

が
い
た
。
御
備
官
米
は
十
分
に
あ
り
、
一
同
安
心
し
て
い
る
。「
医
生
」
は
二
名
、
患
者
が

一
名
お
り
、
薬
剤
が
ほ
し
い
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
小
阿
瀬
は
、
日
本
の

医
官
を
派
遣
す
る
と
伝
え
た
。

船
長
ら
乗
組
員
一
同
は
、
油
駒
村
海
岸
破
船
場
付
近
の
小
舎
に
二
組
に
分
れ
て
滞
在
し
て

い
た
。
一
組
は
船
長
・
一
等
士
官
・
小
使
（
西
洋
人
）。
も
う
一
組
は
そ
れ
以
外
だ
っ
た
。

彼
ら
は
側
に
英
国
旗
を
立
て
、
救
助
船
の
来
着
を
待
っ
て
い
た
。
船
内
備
え
付
け
の
器
具
や

食
料
を
陸
揚
げ
し
た
の
で
、
半
月
か
ら
一
月
は
食
料
欠
乏
の
心
配
は
な
か
っ
た
。

（
二
）
ど
ん
な
船
で
誰
が
乗
っ
て
い
た
の
か

①
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
に
つ
い
て

五
月
二
十
九
日
付
の
小
阿
瀬
の
報
告
は
、
こ
の
船
に
関
す
る
基
本
情
報
を
整
理
し
て
い
る（

11
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、
船
主
は
英
国
ロ
ン
ド
ン
の
商
人
、
チ
ャ
ー
レ
ス
・
ロ
ッ
ド
・
タ
サ
ム
、

取
扱
人
は
香
港
の
「
ヂ
ヤ
デ
ン
・
マ
ツ
ソ
ン
商
社
」、
船
形
は
三
本
檣
ス
ク
ー
ネ
ル
、
長
さ

二
五
一
尺
（
四
二
間
）、
幅
三
三
尺
一
〇
分
の
四
（
五
間
三
尺
余
）、
一
〇
六
四
ト
ン
、

一
六
〇
馬
力
、
深
さ
二
三
尺
一
〇
分
の
二
、
と
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
商
人
が
所
有
す
る
船
の
運
航
を
香
港
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ

セ
ソ
ン
商
会
が
請
け
負
っ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
次
に
見
る
よ
う
に
雇
主
と
記

さ
れ
る
中
国
の
業
者
が
別
に
い
た
。
こ
の
業
者
、
梁
泰
記
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
の
航
海
の
途

中
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

②
乗
っ
て
い
た
人
た
ち

船
に
乗
っ
て
い
た
の
は
ど
ん
な
人
た
ち
だ
っ
た
の
か
。
四
月
二
十
二
日
付
と
五
月
二
十
九

日
付
の
小
阿
瀬
報
告
か
ら
見
て
い
く（

12
）。

ま
ず
船
長
以
下
の
船
員
た
ち
（
表
2
）。

表2　船員たち

番号 人名 　 国名 職掌 年齢
1 ジョン、ゴーレイ John Gorley 英 船長 48
2 ウヰリヤム、ジヱームス William James 英 一等運用手 34
3 ジヨン、コツク、ケー John Mac. Kay 英 二等運用手 40
4 アツチ、ジヨンソン H. Johnson 英 木工手 38
5 ビー、コーナル P. Connor 英 小頭 25
6 ジヱ－、ポグシー J. Pugshy 英 一等水夫 24
7 ジヱー、コマフホルト J. Comerford 英 同 21
8 ダブリユ、レッドフオルド W. Redford 英 同 21
9 テー、カルク T. Kirt 英 二等水夫 25
10 アイ、ウヰンドミラ I. Windmiller 日耳曼 同 20
11 ジー、タムソン G. Thompson 英 一等水夫 31
12 テー、ローチ T. Roack 英 同 26
13 ジヱーマック、ネール J. McNeil 英 同 30
14 ダブリユ、ヱドワード W. Edwards 英 賄方 50
15 ダブリユ、ロージヨルス W. Rogers 英 調理人 35
16 ヱフ、グリント F. Grint 英 一等機械手 28
17 ジヱーマック、クレダイ J. McCredie 英 二等機械手 36
18 ジヱ－、メリー J. Merry 英 三等機械手 27
19 ジヱ－、キーラング J. Kealing 英 四等機械手 41
20 ジヱー、ケンプ J. Kemp 英 火夫 26
　 清国人火夫9名（氏名不明） 　 　 　 　

出典：『札幌県治類典　明治十七年十月　外事第一』（簿書8702、2件目）
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船
員
の
う
ち
西
洋
人
は
、
ゴ
ー
レ
イ
船
長
ら
計
二
〇
名
。
二
等
水
夫
の
う
ち
一
名
が
「
日

留
曼
人
」（
ド
イ
ツ
人
）
で
あ
る
以
外
は
、
英
国
人
だ
っ
た
。
他
に
清
国
人
の
火
夫
（
氏
名

不
詳
）
が
九
名
い
た
。

船
員
で
は
な
い
が
、
一
般
の
旅
客
と
は
や
や
異
な
る
立
場
の
者
と
し
て
、
清
国
人
旅
人
の

た
め
に
雇
主
の
梁
泰
記
が
乗
り
組
ま
せ
た
清
国
人
た
ち
三
〇
名
が
い
た
。
そ
の
内
訳
は
、
医

師
二
名
、
世
話
役
一
名
、
通
詞
一
名
、
調
理
方
・
賄
方
が
二
六
名
だ
っ
た
。

清
国
人
の
「
旅
人
」
つ
ま
り
乗
客
は
、
計
六
四
三
名
の
は
ず
だ
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
は
、

香
港
か
ら
「
砵
崙
」（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
）
ま
で
一
人
当
り
洋
銀
五
〇
ド
ル
を
払
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
油
駒
に
座
礁
し
上
陸
し
た
時
点
で
清
国
人
は
火
夫
九
名
を
除
い
て
七
三
九
名

い
た
。
船
長
が
事
前
に
把
握
し
て
い
た
と
い
う
六
四
三
名
よ
り
九
六
名
も
多
か
っ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
船
長
は
、「
香
港
出
帆
以
来
全
ク
九
拾
五
名
海
上
ニ
於
テ
増
員
ア
リ
シ
ハ
、
実
ニ

不
可
思
議
ノ
事
ニ
有
之
、
何
レ
モ
二
十
年
以
上
ノ
人
相
ナ
レ
ハ
、
マ
サ
カ
船
中
ニ
於
テ
出
産

セ
シ
訳
ニ
モ
有
之
間
敷
、
左
レ
バ
長
崎
港
ニ
於
テ
英
人
チ
ヤ
ー
レ
ス
、
ジ
ヨ
ー
ジ
両
名
ト

共
々
船
内
ヘ
潜
伏
セ
シ
者
ニ
相
違
無
之
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
ん
と
呑
気
な
、

と
思
う
の
だ
が
、
運
賃
を
払
わ
ず
に
香
港
か
寄
港
地
の
長
崎
か
ら
密
航
し
て

い
た
者
が
そ
ん
な
に
も
多
く
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

こ
こ
で
船
長
が
語
っ
て
い
る
英
国
人
の
密
航
者
二
名
は
、Charales 

H
arkins

（
二
十
二
歳
）
とG

eorge Learely

（
二
十
一
歳
）
だ
っ
た
。

船
が
座
礁
し
な
か
っ
た
ら
、
こ
れ
ら
の
密
航
者
は
見
つ
か
ら
ず
に
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
に
上
陸
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

③
清
国
人
た
ち

表
紙
に
「
明
治
十
五
年
四
月
／
広
東
人
姓
名
簿
／
幌
泉
警
察
署
」
と
記
さ

れ
た
清
国
人
の
一
覧
が
あ
る（

13
）。
全
七
四
〇
名
の
一
人
一
人
に
つ
い
て
、
氏

名
・
省
名
・
県
名
・
年
齢
を
記
し
た
も
の
で
、
一
枚
当
り
二
〇
行
の
罫
紙

三
七
枚
も
あ
り
、
人
数
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

性
別
欄
は
な
い
が
、
末
尾
の
二
名
だ
け
に
は
女
性
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記

述
が
あ
る
（
後
述
）。
何
も
記
し
て
い
な
い
他
の
七
三
八
名
は
男
性
と
考
え
る
の
が
自
然
だ

ろ
う
。

出
身
地
を
示
す
と
思
わ
れ
る
省
名
に
つ
い
て
は
、
全
員
が
広
東
省
と
記
さ
れ
て
い
る
。
県

名
に
つ
い
て
明
ら
か
に
女
性
で
あ
る
二
名
を
除
く
七
三
八
名
の
内
訳
を
整
理
し
て
み
た
（
表

3
）。
実
在
の
県
名
に
は
見
当
ら
な
い
も
の
も
多
く
、
誤
記
を
か
な
り
含
み
そ
う
だ
。

こ
れ
ら
の
県
は
、
い
ず
れ
も
香
港
に
近
く
、
こ
の
当
時
北
米
へ
の
移
民
を
多
く
送
り
出
し

て
い
た（

14
）。
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
、
可
児
弘
明
氏
の
著
書
が
掲
載
す
る
広
東
省
か
ら
北
米
へ

の
移
民
送
出
地
を
示
す
図
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
（
図
3
）。

二
人
の
女
性
は
、
趙
仕
蒋
の
妻
で
新
会
県
の
黄
応
（
十
九
歳
）
と
そ
の
子
（
女
子
）
の
趙

月
仙 

（
八
月
）
だ
っ
た
。
趙
仕
蒋
は
英
語
と
中
国
語
の
通
訳
と
し
て
船
に
乗
り
込
ん
で
い
た

よ
う
で
、
氏
名
一
覧
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
乗
客
の
世
話
を
す
る
た
め
に
船
の
雇
い
主

が
乗
船
さ
せ
た
中
の
一
人
だ
ろ
う
。
一
般
乗
客
と
は
立
場
を
異
に
し
、
そ
れ
が
妻
子
を
同
行

し
て
い
る
こ
と
に
も
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

表3　清国人の出身県
県名 人数 備考

開平県 360 　
新会県 139 　
番禺県 31 　
新安県 9 　
香山県 9 　
南海県 7 　
新甯県 6 　
三水県 2 　
誤りがありそうなもの
新寧県 92 新甯県の誤記？
開邑県 51 そんな県はない？誤記？
番邑県 27 そんな県はない？誤記？
花邑県 3 　
会邑県 1 　
東花邑県 1 　

計 738 　
出典：「明治十五年四月　広東人姓名簿」幌泉警察署（簿書7345）

香港

開
平

新
甯

新
会

香
山

新
安

三
水
南
海

番
禺

図3　広東地方の北米への労働者送出地
	 ＊可児弘明『近代中国の苦力と「豬花」』（岩波書店、1979年）

掲載の図を加工

山田伸一　一八八二年四月、襟裳岬近くで座礁した英国船

（5）
194

12_山田.indd   5 2019/03/11   16:43:44



Title:12_ 山田 .indd　p6　2019/03/11/ 月 16:43:40

つ
い
で
、
七
三
八
名
の
年
齢
に
注
目
し
て
み
る
と
、
十
代
が
七
六
名
、
二
十
代
が
三
六
三

名
、
三
十
代
が
二
〇
七
名
、
四
十
代
が
八
八
名
、
五
十
代
四
名
で
、
二
、三
十
代
の
割
合
が

大
き
い
。
最
年
少
は
十
五
歳
で
三
名
。
十
六
歳
が
六
名
い
る
。
最
高
齢
は
五
十
五
歳
で
一
名
。

五
十
一
歳
一
名
、
五
十
歳
二
名
と
続
く
。
青
壮
年
層
を
中
心
と
す
る
年
齢
構
成
は
、
彼
ら
の

渡
航
目
的
と
対
応
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

清
国
人
た
ち
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
行
き
の
目
的
に
つ
い
て
小
阿
瀬
は
、「
米
国
桑
港
〔
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
〕
ヲ
離
ル
凡
ソ
七
百
英
里
北
ニ
方
レ
ル
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
ニ
於
テ
目
下
鉄
道

築
造
中
ニ
付
、
右
事
業
ニ
差
向
ケ
タ
ル
工
夫
ナ
ル
由
」
と
記
す（

15
）。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
周
辺

は
、
ノ
ー
ザ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
各
線
の
建
設
真
っ
只
中
で
、
そ
の
建
設
現
場
で
は
多

く
の
広
東
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
働
い
て
い
た（

16
）。
こ
の
時
期
の
広
東
地
方
か
ら

北
米
へ
の
出
稼
ぎ
や
移
住
の
背
景
に
は
、
貧
困
や
過
剰
人
口
が
あ
り
、
新
天
地
で
収
入
を
得

よ
う
と
い
う
意
欲
が
働
い
て
い
た
。
多
く
の
清
国
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
と
き

メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
に
乗
っ
た
か
具
体
的
に
は
不
明
だ
が
、
船
の
雇
い
主
が
世
話
役
の
乗
船

者
も
用
意
し
て
移
住
・
出
稼
ぎ
者
を
募
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
と
い
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
想
像
す
る
。

（
三
）
二
人
の
死
亡
者

幌
泉
村
に
滞
在
中
、
二
人
の
清
国
人
が
病
気
で
死
亡
し
た
。

二
十
歳
の
曽
恩
は
四
月
二
十
一
日
か
ら
病
気
で
、
麻
生
主
一
郎
医
師
が
治
療
に
当
っ
て
い

た
が
、
五
月
六
日
の
午
前
四
時
に
赤
痢
症
の
た
め
死
亡
し
た（

17
）。
翌
七
日
の
午
前
七
時
か

ら
葬
儀
を
執
行
し
、
幌
泉
村
近
傍
の
山
腹
に
あ
る
官
有
地
に
埋
葬
し
た
。
墓
地
は
木
製
の
墓

碑
を
立
て
、
玉
垣
を
巡
ら
し
た
も
の
だ
っ
た
（
図
4
）。

も
う
一
人
、
羅
卓
軒
（
四
十
歳
）
は
五
月
二
日
か
ら
「
痢
病
」
に
か
か
り
、
や
は
り
麻
生

医
師
が
治
療
に
当
っ
て
い
た
が
、
十
五
日
午
後
四
時
に
死
亡
し
た（

18
）。
埋
葬
は
曽
恩
の
近

隣
に
し
、
葬
式
や
墓
の
形
も
同
様
に
し
た
が
、
前
回
は
壮
観
す
ぎ
た
と
清
国
人
の
な
か
で
風

評
が
あ
っ
た
と
し
て
、
全
体
に
木
材
を
細
く
し
て
経
費
減
を
図
っ
た
。

異
国
で
落
命
し
た
こ
の
二
人
の
墓
地
が
今
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
四
）
清
国
人
ど

う
し
の
「
葛
藤
」

先
行
き
が
見
え
な

い
異
国
で
の
滞
在
が

長
期
化
す
る
な
か
、

清
国
人
内
部
の
揉
め

事
が
深
刻
化
し
た
。

五
月
二
十
三
日
付
の

小
阿
瀬
の
報
告
か
ら

た
ど
っ
て
み
る（

19
）。

五
月
十
八
日
、
通

訳
の
趙
士
蒋
が
用
が

あ
っ
て
函
館
県
出
張

員
が
滞
在
す
る
林
重

吉
方
に
行
く
の
を
、

清
国
人
三
〇
〇
余
名
が
見
か
け
て
声
を
上
げ
、
四
方
か
ら
集
合
し
て
石
や
長
い
棒
を
投
げ
つ

け
、
縄
綱
を
後
ろ
か
ら
振
り
か
け
た
。
趙
は
林
方
に
逃
げ
込
み
、
警
部
・
巡
査
ら
が
現
場
に

来
て
清
国
人
一
同
を
「
散
乱
」
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
四
、五
〇
人
ほ
ど
の
清
国
人
が
集
ま
っ
て
何
や
ら
相
談
を
し
、
午
前
十
一
時
頃
、

四
、五
〇
〇
名
が
徒
党
を
組
ん
で
趙
が
い
る
家
屋
を
取
り
囲
み
、
長
髪
を
頭
に
巻
き
、
両
腕

に
力
を
込
め
て
、
あ
く
ま
で
趙
を
縊
殺
し
よ
う
と
言
い
募
り
、
突
入
し
よ
う
と
し
た
。
函
館

県
出
張
員
が
通
訳
の
彭
城
に
鎮
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
敵
視
し
逆
ら
う
勢
い
だ
っ
た
。
や

む
な
く
警
部
が
抜
剣
し
、
巡
査
を
指
揮
し
、
よ
う
や
く
鎮
定
し
た
。

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
趙
士
蒋
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

清
国
人
の
賄
方
三
名
と
医
師
二
名
は
、
当
初
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
一
同
を
指
揮
し
て
い
た
が
、

破
船
の
と
き
、
食
料
や
薬
箱
を
投
げ
捨
て
て
上
陸
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
趙
は
通

訳
の
役
割
を
果
し
終
え
て
か
ら
、
最
後
の
舟
で
船
長
ら
と
上
陸
し
た
。
そ
の
後
、
趙
は
船
長

図4　曽恩の墓地
	 ＊『札幌県治類典	外事	合二冊　其一	明治十七年十月』札幌県庶務課

（北海道立文書館所蔵、簿書8702、2件目）より
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に
深
く
信
頼
さ
れ
、
徐
晏
波
と
と
も
に
幌
泉
の
旅
店
田
中
庄
吉
方
に
滞
在
し
、
一
室
に
妻
子

と
起
居
し
て
い
た
。
他
の
清
国
人
と
比
べ
る
と
待
遇
に
天
地
以
上
の
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
こ
と
か
ら
賄
方
と
医
師
は
趙
を
怨
み
、
迎
え
の
船
に
関
わ
る
あ
れ
こ
れ
を
趙
の
せ
い

だ
と
言
い
募
っ
た
、
と
い
う
。

通
訳
は
、
清
国
人
た
ち
全
体
が
日
本
側
と
意
思
疎
通
す
る
た
め
の
窓
口
役
の
位
置
に
い
る
。

清
国
人
た
ち
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
で
あ
る
迎
え
の
船
な
ど
に
つ
い
て
の
日
本
側
か
ら
の
説

明
は
、
趙
を
通
し
て
清
国
人
た
ち
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
逆
に
要
望
事
項
を
日
本
側
に
伝
え
る

の
も
趙
経
由
だ
っ
た
ろ
う
。
様
々
な
不
満
は
、
通
訳
に
集
中
し
や
す
い
構
図
が
あ
っ
た
。

小
阿
瀬
は
趙
や
そ
の
一
派
の
言
い
分
だ
け
し
か
聞
け
て
い
な
い
と
記
し
、
趙
と
対
立
す
る

側
の
清
国
人
た
ち
の
思
い
を
聞
き
取
れ
て
い
な
い
と
断
っ
て
い
る（

20
）。
函
館
県
の
通
訳
彭

城
は
、
北
京
語
は
わ
か
る
が
、
広
東
語
を
解
さ
ず
、
小
阿
瀬
は
英
語
で
趙
と
の
意
思
疎
通
を

し
て
い
た
。

事
故
に
よ
る
予
定
外
の
地
へ
の
上
陸
で
、
言
語
の
壁
に
よ
る
困
難
は
大
き
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
小
阿
瀬
ら
の
到
着
前
、
船
長
と
日
本
人
側
と
の
意
思
疎
通
は
、
船
長
と
趙
の
間
で
英
語
、

趙
と
徐
晏
波
の
間
で
中
国
語
、
徐
と
日
本
人
の
間
で
筆
談
と
い
う
も
の
だ
っ
た（

21
）。

（
五
）
住
民
と
の
関
係

小
阿
瀬
は
住
民
と
の
摩
擦
に
つ
い
て
も
報
告
し
て
い
る
。
五
月
五
日
付
で
は
深
刻
な
問
題

と
し
て
清
国
人
に
よ
る
窃
盗
を
次
の
よ
う
に
記
す（

22
）。

清
国
人
四
、五
人
が
一
人
の
漁
夫
に
向
か
っ
て
、
魚
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
頼
む
。
一
人
が

一
尾
の
魚
を
掠
め
と
っ
て
逃
げ
去
り
、
取
り
返
そ
う
と
後
を
追
っ
て
走
る
漁
夫
の
油
断
を
見

て
、
残
り
三
、四
名
が
籠
の
な
か
の
魚
を
と
っ
て
逃
げ
去
る
。
最
初
の
一
人
は
、
地
面
に
頭

を
擦
り
付
け
て
深
く
謝
罪
し
、
他
の
者
は
知
人
で
は
な
い
と
明
言
し
て
、
赦
し
を
乞
う
。
そ

し
て
戻
っ
て
魚
を
平
等
に
分
け
る
。

あ
る
い
は
、
炊
き
出
し
小
屋
で
人
足
の
隙
を
う
か
が
っ
て
「
丸
飯
」（
握
り
飯
の
こ
と
だ

ろ
う
）
を
盗
ん
で
厠
で
食
べ
る
者
、
下
水
な
ど
に
捨
て
て
あ
る
魚
の
頭
を
採
り
出
し
て
海
水

に
浸
し
た
後
、
焼
い
て
食
べ
る
者
も
い
る
。

捨
て
た
魚
を
拾
っ
て
食
べ
る
最
後
の
件
な
ど
「
窃
盗
」
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ

こ
に
記
さ
れ
た
ど
れ
も
が
食
べ
物
に
関
わ
り
が
あ
る
点
に
注
目
す
る
と
、
背
景
に
は
食
料
の

不
足
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

五
月
十
五
日
付
の
小
阿
瀬
の
報
告
は
、
清
国
人
た
ち
が
幌
泉
村
に
滞
在
し
て
す
で
に
五
週

間
も
経
つ
が
、
ま
だ
迎
え
の
汽
船
が
到
着
し
な
い
、
期
日
が
わ
か
ら
ず
、
あ
ま
り
に
延
び
延

び
に
な
っ
て
い
て
、
当
地
の
村
民
の
苦
情
は
少
な
く
な
い
、
と
記
す（

23
）。
漂
着
者
た
ち
の

滞
在
の
長
期
化
は
、
住
民
た
ち
に
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
。

も
っ
と
も
、
小
阿
瀬
の
報
告
な
ど
公
文
書
中
に
記
録
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
清
国
人
た
ち

と
住
民
た
ち
の
間
に
は
こ
う
し
た
摩
擦
と
は
異
質
の
交
流
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
潮
風
と
と
も
に
―
え
り
も
昔
語
り
記
録
集
』
に
は
「
遭
難
し
た
支
那
人
は
帰
り
に
際
し
て
、

長
い
こ
と
滞
在
し
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
と
い
う
御
礼
の
意
味
で
、
記
念
に
掛
軸
を
一
幅

書
い
て
残
し
て
い
る
」
と
あ
る（

24
）。
揮
毫
を
残
す
の
は
誰
も
が
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、

や
や
特
殊
な
面
も
あ
る
事
例
だ
が
、
住
民
た
ち
が
長
期
に
わ
た
っ
て
食
事
な
ど
の
世
話
を
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
個
人
の
名
前
を
お
互
い
に
覚
え
た
り
、
心
が
通
い
合
う
よ
う
な
場
面
が

な
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

（
六
）
迎
え
の
船

座
礁
事
故
に
始
末
を
つ
け
る
に
は
、
遭
難
者
た
ち
を
事
故
現
場
か
ら
航
海
の
目
的
地
や
居

住
地
に
運
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
。
迎
え
の
船
の
派
遣
を
求
め
て
、
札
幌
・
函
館
の
両
県
、
船
長

ら
が
早
く
か
ら
働
き
か
け
を
し
て
い
た
。

四
月
十
八
日
頃
に
函
館
の
英
国
領
事
か
ら
船
長
に
届
い
た
手
紙
は
、
横
浜
の
駐
日
公
使
館

に
連
絡
済
み
で
、
救
助
船
は
二
、三
日
の
う
ち
に
差
し
向
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
伝

え
た（

25
）。
函
館
県
は
英
国
領
事
館
の
動
き
に
期
待
し
つ
つ
も
、
四
月
十
九
日
に
外
務
省
に

送
っ
た
電
報
で
、
日
本
側
が
船
を
用
意
し
て
遭
難
者
を
一
時
横
浜
に
運
ぶ
こ
と
を
提
案
す

る（
26
）。
横
浜
で
船
の
確
保
が
で
き
な
い
の
な
ら
、
函
館
で
船
を
用
意
し
て
函
館
ま
で
三
度

に
分
け
て
運
び
、
そ
こ
か
ら
船
の
便
が
あ
る
ご
と
に
横
浜
に
送
っ
て
は
ど
う
か
、
と
す
る
。

外
務
省
は
四
月
二
十
二
日
に
工
部
省
に
対
し
て
、
来
月
初
旬
「
燈
明
台
測
量
」
の
た
め
北
海

山田伸一　一八八二年四月、襟裳岬近くで座礁した英国船
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道
に
行
く
明
治
丸
を
油
駒
に
回
せ
る
か
と
尋
ね
て
い
る（

27
）。
明
治
丸
は
政
府
が
英
国
グ
ラ

ス
ゴ
ー
の
造
船
所
に
発
注
し
、
一
八
七
四
年
に
竣
工
し
た
鉄
製
の
帆
船
で
、
灯
台
巡
回
業
務

に
携
わ
っ
て
い
た（

28
）。
ち
ょ
う
ど
北
海
道
行
き
の
予
定
が
入
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

ゴ
ー
レ
イ
船
長
は
四
月
二
十
二
日
、
水
火
夫
一
五
名
を
連
れ
て
、
根
室
か
ら
函
館
に
向
か

う
三
菱
汽
船
会
社
の
青
龍
丸
に
乗
り
、
函
館
に
向
か
っ
た（

29
）。
領
事
と
協
議
し
、
ま
た
、

先
に
香
港
の
会
社
（
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
？
）
に
送
っ
た
電
信
の
未
達
問
題
に

対
処
す
る
た
め
だ
っ
た
。
一
方
、
外
務
省
は
二
十
一
日
に
函
館
県
に
電
信
を
送
り
、
船
主
よ

り
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
に
託
し
て
汽
船
を
雇
い
、
難
船
人
を
襟
裳
か
ら
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
へ
直
送
の
手
は
ず
だ
、
と
連
絡
し
て
い
た（

30
）。

こ
の
知
ら
せ
は
幌
泉
に
も
届
い
た
。
二
十
五
日
に
幌
泉
に
戻
っ
た
船
長
が
も
た
ら
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
四
月
二
十
七
日
付
の
小
阿
瀬
の
報
告
は
「
清
国
旅
人
米
国
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

直
行
ノ
報
疾
ク
モ
清
国
人
ノ
耳
目
ニ
達
ス
ル
ヤ
否
ヤ
、
一
同
歓
喜
雀
躍
、
或
ハ
舞
ヒ
或
ハ
歌

ヒ
手
ヲ
打
チ
足
ヲ
躍
ラ
シ
テ
衆
庶
ニ
告
ケ
」
て
い
る
、
と
記
す
。「
右
七
百
有
余
旅
人
ノ
中

ニ
ハ
多
ク
ハ
貧
困
ニ
差
迫
リ
、
妻
子
ト
離
レ
泣
々
本
国
ヲ
立
去
リ
候
者
共
而
已
ニ
テ
、
万
一

今
般
ノ
破
船
事
件
ヨ
リ
再
ヒ
本
国
ニ
送
ラ
レ
ン
ト
ナ
レ
バ
、
寧
ロ
一
生
ヲ
投
ス
ル
ニ
如
カ
ス

ト
断
然
唱
ヘ
居
候
者
モ
有
之
趣
」
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
北
米
行
き
は
か
な
り
の
覚
悟
を
し

て
の
も
の
で
、
旅
費
の
調
達
の
た
め
借
金
を
す
る
と
い
っ
た
無
理
を
し
て
い
た
者
が
少
な
く

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（

31
）。

と
こ
ろ
が
こ
の
船
が
来
な
い
。
五
月
一
日
に
外
務
省
は
函
館
県
に
宛
て
て
電
信
を
送
り
、

迎
え
の
た
め
香
港
「
タ
ン
ク
ワ
病
院
」
よ
り
船
を
差
向
け
る
、
と
在
横
浜
清
国
領
事
に
電
報

が
あ
っ
た
、
と
の
情
報
を
伝
え
、
船
長
・
清
国
人
に
も
通
知
す
る
よ
う
依
頼
し
た（

32
）。「
タ

ン
ク
ワ
」
は
漢
字
で
ど
う
書
く
の
か
、
外
務
省
も
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
点
、
私
に
も
わ
か
ら
な
い
が
、
も
し
か
す
る
と
香
港
の
東
華
医
院
を
指
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
政
庁
か
ら
の
下
付
金
と
富
裕
商
人
か
ら
の
義
援
金
に
よ
っ
て
一
八
七
二

年
に
設
立
さ
れ
た
施
設
で
、
移
民
に
関
連
し
て
発
生
す
る
人
身
売
買
や
略
奪
に
対
し
て
救
護

活
動
も
お
こ
な
っ
た（

33
）。

五
月
三
日
、
油
駒
村
破
船
場
に
い
た
小
阿
瀬
は
幌
泉
警
察
署
に
対
し
、
昨
今
、
破
船
場
に

来
遊
す
る
清
国
人
が
多
く
、
近
く
到
着
す
る
迎
え
の
汽
船
に
乗
り
そ
び
れ
る
心
配
が
あ
る
と

し
て
、
あ
ち
こ
ち
に
行
か
ぬ
よ
う
注
意
を
す
る
よ
う
依
頼
し
た（

34
）。
清
国
人
た
ち
の
中
に

は
宿
泊
地
で
あ
る
幌
泉
村
か
ら
周
辺
に
出
歩
く
者
も
い
た
の
だ
。
こ
れ
を
受
け
て
警
察
署
は

各
所
に
巡
査
を
派
出
し
、
自
由
な
通
行
を
禁
止
し
た
。
こ
う
し
た
行
為
は
、
船
が
す
ぐ
に
来

れ
ば
好
意
と
受
け
止
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
船
が
一
向
に
来
な
け
れ
ば
行
動
の
自
由
を
制
約

さ
れ
た
不
満
が
高
ま
り
か
ね
な
い
。

五
月
十
二
日
、
函
館
県
は
外
務
省
に
対
し
て
、
英
国
人
の
食
料
な
ど
が
欠
乏
に
近
づ
き
、

清
国
人
の
病
者
に
死
者
も
出
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
早
く
迎
え
の
船
を
寄
越
す
よ
う
催
促
し

た（
35
）。

外
務
省
は
再
度
、
工
部
省
に
依
頼
し
て
明
治
丸
に
函
館
ま
で
輸
送
す
る
約
束
を
取
り
付
け
、

五
月
十
五
日
、
函
館
県
に
そ
の
旨
を
連
絡
し
た（

36
）。
十
七
日
に
横
浜
を
発
つ
予
定
だ
っ
た
。

こ
の
情
報
を
聞
い
た
幌
泉
の
小
阿
瀬
五
等
属
ら
は
、
乗
船
の
準
備
を
整
え
た
が
、
船
が
来

な
い
。
五
月
二
十
九
日
付
で
小
阿
瀬
は
次
の
よ
う
に
訴
え
る（

37
）。

英
国
人
も
幌
泉
村
に
移
っ
て
待
つ
こ
と
七
日
も
経
つ
の
に
、
ま
だ
来
な
い
。
そ
ん
な
に
か

か
る
は
ず
は
な
い
の
に
。
清
国
人
中
に
趙
を
怨
む
様
子
が
あ
り
、
暗
殺
を
予
告
す
る
よ
う
な

手
紙
を
書
く
者
ま
で
い
て
趙
は
常
に
一
刀
を
所
持
し
て
い
る
。
船
長
と
清
国
人
の
間
に
も
悶

着
が
起
き
て
い
る
。
戸
数
二
〇
〇
未
満
の
僻
村
で
、
こ
ん
な
に
多
数
の
「
外
人
」
を
止
宿
さ

せ
て
、
衣
食
そ
の
他
一
切
を
保
護
し
て
い
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
地
方
人
民
の
苦
情
、
ご

推
察
を
。

小
阿
瀬
の
訴
え
の
背
後
に
は
、
遭
難
者
た
ち
や
住
民
た
ち
の
疲
労
や
苛
立
ち
の
蓄
積
が

あ
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

明
治
丸
は
当
初
予
定
の
用
務
の
た
め
に
赴
い
た
小
樽
か
ら
、
二
十
七
日
に
は
函
館
に
入
っ

て
人
員
輸
送
の
た
め
に
梯
子
や
厠
四
個
を
装
備
す
る
予
定
だ
っ
た
が（

38
）、
二
十
九
日
に

な
っ
て
も
函
館
に
戻
ら
な
か
っ
た
。
英
国
人
と
清
国
人
の
中
に
は
、
迎
え
の
船
に
つ
い
て
再

三
来
信
が
あ
り
な
が
ら
一
つ
と
し
て
実
行
さ
れ
な
い
こ
と
に
不
信
感
を
募
ら
せ
、
陸
路
函
館

に
向
か
う
と
言
い
出
す
者
が
次
々
出
て
き
た（

39
）。
函
館
県
と
外
務
省
は
旧
開
拓
使
所
属
の

船
に
よ
る
輸
送
を
相
談
し
始
め
る
。
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そ
し
て
、
六
月
一
日
の
午
前
九
時
、
明
治
丸
が
つ
い
に
幌
泉
に
到
着
し
た
。
午
後
四
時
ま

で
に
乗
船
を
終
え
て
出
港
。
翌
二
日
朝
に
函
館
に
入
港
し
た（

40
）。
清
国
人
た
ち
に
不
穏
な

気
配
が
続
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
警
護
の
た
め
と
し
て
巡
査
三
名
が
同
乗
し
た（

41
）。

な
お
、
小
阿
瀬
は
明
治
丸
に
乗
船
予
定
の
外
国
人
に
つ
い
て
、
清
国
人
七
三
七
名
と
英
国

人
十
三
名
と
記
し
て
い
る（

42
）。
乗
組
員
の
う
ち
十
数
名
は
こ
れ
以
前
に
函
館
に
移
動
し
て

い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

二
　
襟
裳
を
離
れ
て
か
ら

（
一
）
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
の
そ
の
後

乗
っ
て
い
た
人
た
ち
が
襟
裳
を
去
っ
た
後
、
座
礁
現
場
に
は
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
の
船
体

が
残
さ
れ
て
い
た
。
船
長
ら
は
早
く
か
ら
船
体
の
状
況
を
調
査
し
、
修
理
の
可
能
性
を
探
っ

て
い
た
。
五
月
五
日
時
点
で
は
、
船
体
は
海
岸
か
ら
一
二
、三
間
沖
合
の
岩
の
上
、
深
さ
二

尋
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
沈
止
し
、
上
部
甲
板
は
水
面
上
に
あ
っ
た
が
、
甲
板
上
の
キ
ャ
ビ
ン
や

ブ
リ
ッ
ジ
は
同
月
一
日
と
二
日
の
怒
濤
の
た
め
に
大
破
し
て
い
た（

43
）。

六
月
十
七
日
、
駐
日
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
は
井
上
外
務
卿
に
対
し
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
商
会
に

雇
わ
れ
た
英
国
人C. C. Kirby

が
、
英
国
人
五
名
、
日
本
人
約
五
〇
名
（
大
工
、
鍛
冶
職

な
ど
）
の
作
業
員
を
率
い
て
横
浜
を
発
ち
、
座
礁
現
場
に
赴
く
予
定
だ
と
伝
え
た（

44
）。
作

業
の
た
め
に
神
戸
の
偕
行
社
か
ら
小
型
の
蒸
気
船
凌
風
丸
を
借
用
し
て
い
た
。
一
応
の
修
理

を
終
え
た
後
、
横
浜
に
運
ん
で
本
格
的
な
修
理
を
す
る
予
定
だ
っ
た
。

一
行
は
六
月
二
十
八
日
に
油
駒
村
に
到
着
し
、
座
礁
現
場
近
く
の
海
岸
、
吉
田
岩
松
が
使

用
す
る
海
産
干
場
に
仮
小
屋
を
建
設
し
て
滞
在
し
た
（
図
5
）（

45
）。
ゴ
ー
レ
イ
船
長
も
同

行
し
て
い
た
よ
う
だ
。

そ
の
後
、
修
理
を
進
め
て
い
た
が
、
事
故
が
相
次
い
だ（

46
）。
片
腕
を
失
う
日
本
人
が
出

た
と
も
い
う
。
八
月
二
日
、
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
か
ら
陸
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
た
小
舟
が
途

中
で
転
覆
し
、
英
国
人
作
業
員
一
名
（A. Fraser

）
が
海
草
に
巻
か
れ
て
自
由
を
失
い
、

溺
死
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
の
遺
体
は
、
函
館
の
外
国
人
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

図5　船体引き上げ者の滞在状況
	 ＊『札幌県治類典	外事	合二冊　其一	明治十七年十月』札幌県庶務課（北海道立文書館所蔵、簿書8702、2件目）より

山田伸一　一八八二年四月、襟裳岬近くで座礁した英国船
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そ
し
て
八
月
三
十
日
、
ま
た
し
て
も
事
故
が
起
き
る（

47
）。
油
駒
村
で
の
仮
修
理
を
終
え

た
船
体
を
凌
風
丸
に
く
く
り
つ
け
て
幌
泉
村
に
移
動
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム

号
が
浸
水
し
、
沈
み
始
め
た
。
凌
風
丸
も
引
き
ず
り
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
急
い
で

綱
を
切
っ
た
。
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
は
沈
没
し
、
乗
り
組
ん
で
い
た
作
業
員
七
名
が
巻
き
込

ま
れ
て
溺
死
し
て
し
ま
っ
た
。

死
亡
者
は
、
英
国
人
の
「
シ
ヨ
ン
ヲ
コ
ナ
」（
二
十
七
歳
）、
米
国
人
の
「
フ
ラ
プ
ス
」

（
四
十
二
歳
）、
兵
庫
県
東
成
郡
神
戸
多
門
通
四
丁
目
の
黒
田
定
吉
（
二
十
八
歳
）、
広
島
県

安
芸
郡
吉
浦
村
の
平
原
常
吉
（
二
十
八
歳
）
と
堀
本
幸
三
郎
（
四
十
二
歳
）、
長
崎
県
神
崎

郡
寿
賀
野
村
の
中
島
陳
一
郎
（
二
十
八
歳
）、
千
葉
県
夷
隅
郡
松
部
村
の
鈴
木
伝
吉
（
不
詳
）

と
あ
る
。
横
浜
を
発
っ
た
際
の
名
簿
と
照
合
す
る
と
、
英
国
人
はJam

es O
’Cor

、
米
国

人
はCharles Phillip

と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
西
洋
人
の
溺
死
者
は
三
名
で
も
う
一
人
は
「
ト
ー
ド
」（
年
齢
不
詳
）
と
す
る
史

料
も
あ
り
、
現
に
函
館
の
外
人
墓
地
に
は
こ
の
時
の
死
者
、G

eorge W
ilson Todd

の
墓

が
あ
る
と
い
う（

48
）。
八
月
二
十
八
、九
日
頃
に
潜
水
服
を
着
し
た
西
洋
人
が
溺
死
し
た
と

の
記
述
も
見
え（

49
）、
情
報
の
混
乱
が
あ
り
そ
う
だ
。

こ
の
事
故
に
よ
っ
て
、
修
理
の
た
め
に
多
く
の
手
間
暇
や
経
費
を
か
け
、
さ
ら
に
は
死
者

ま
で
も
出
し
な
が
ら
、
す
べ
て
は
水
泡
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
作
業
員
一
行
は
九
月
二
日
に

現
場
を
離
れ
て
横
浜
へ
の
帰
路
に
就
い
た（

50
）。

そ
の
後
、
九
月
二
十
三
日
に
な
っ
て
西
洋
人
一
人
の
遺
体
が
歌
別
村
海
岸
に
漂
着
し

た（
51
）。
痛
み
が
激
し
く
身
元
の
同
定
は
困
難
だ
っ
た
が
、
八
月
三
十
日
の
事
故
に
よ
る
溺

死
者
の
一
人
だ
ろ
う
と
の
推
測
の
も
と
、
同
村
内
に
仮
埋
葬
さ
れ
た
。
事
故
後
、
行
方
不
明

に
な
っ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
二
）
乗
っ
て
い
た
人
た
ち
は
ど
う
な
っ
た
か

六
月
六
日
に
函
館
県
が
外
務
省
に
伝
え
た
と
こ
ろ
で
は
、
船
長
ら
乗
組
員
は
こ
の
日
に
横

浜
に
向
け
て
函
館
を
立
つ
予
定
だ
っ
た（

52
）。
こ
の
予
告
ど
お
り
函
館
を
離
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

函
館
県
は
、
清
国
人
た
ち
の
宿
所
に
も
と
の
燧
木
製
造
所
の
建
物
を
当
て
た
。
こ
れ
は
、

物
産
商
を
営
ん
で
い
た
玉
林
治
右
衛
門
が
一
八
七
九
年
九
月
、
監
獄
署
に
隣
接
す
る
東
川
町

二
四
二
番
地
の
三
六
〇
一
坪
の
敷
地
に
建
設
し
た
二
九
六
坪
規
模
の
建
物
だ
っ
た（

53
）。
こ

こ
で
マ
ッ
チ
製
造
を
し
た
が
、
技
術
が
未
熟
で
赤
字
と
な
り
、
一
八
八
一
年
十
二
月
に
廃
業

し
て
い
た
。
こ
こ
に
滞
在
中
の
様
子
を
、『
函
館
新
聞
』
六
月
二
十
三
日
付
掲
載
の
記
事
が

報
じ
て
い
る
（
句
読
点
を
補
っ
た
。
以
下
同
じ
）。

◯
漂
流
支
那
人
　
彼
の
燧
木
製
造
所
に
滞
在
す
る
漂
流
支
那
人
七
百
三
十
名
は
、
何
れ

も
迎
ひ
船
の
来
る
を
日
一
日
も
早
く
〔
マ
マ
〕れ
か
し
と
仰
望
す
る
如
き
様
あ
り
。
然
し
、
此
頃

よ
り
官
よ
り
賄
を
さ
る
ゝ
よ
り
、
食
物
は
日
々
牛
肉
、
魚
類
等
、
清
鮮
の
物
を
撰
み
、

野
菜
等
を
加
へ
て
与
へ
ら
れ
、
時
に
は
天
麩
羅
（
大
勢
の
食
ゆ
へ
天
麩
羅
抔
は
終
日

か
ゝ
ツ
て
調
進
さ
る
ゝ
由
、
其
手
数
想
ふ
べ
し
）
抔
を
も
与
へ
ら
る
ゝ
に
、
一
同
大
に

喜
び
、
皆
な
其
恩
に
感
ず
る
如
し
。
此
頃
偶
々
記
者
も
其
実
況
を
縦
覧
せ
し
が
、
散
歩

に
出
る
あ
り
、
内
に
あ
る
も
の
は
多
く
木
に
て
彫
刻
坏
を
慰
み
す
る
者
あ
り
、
将
棊
を

弄
ぶ
あ
り
、
笛
を
吹
く
あ
り
、
自
ら
衣
服
を
洗
ひ
或
は
綻
び
を
縫
ふ
抔
し
、
又
は
土
上

に
火
を
焚
き
、
蜊
又
は
豆
腐
抔
を
煮
て
食
ふ
者
あ
り
、
種
々
雑
多
な
れ
ど
、
絶
へ
て
喧

嘩
口
論
等
少
な
く
、
我
国
下
等
の
ベ
ラ
ン
メ
ー
社
会
が
七
百
人
も
集
会
す
れ
ば
、
稍
〔
マ
マ
〕と

も
す
る
と
打
争
ひ
抔
を
す
れ
ど
、
絶
て
其
事
な
き
は
感
心
せ
り
。
只
此
ほ
ど
洗
ひ
水
の

掛
り
し
と
か
よ
り
不
図
争
ひ
初
め
、
二
、三
人
負
傷
者
も
あ
り
し
が
、
巡
査
其
他
の
尽

力
に
て
直
に
治
ま
れ
り
。
是
は
広
東
の
者
輩
に
て
、
同
国
人
中
で
も
常
に
其
疎
暴
な
る

を
嫌
ふ
位
の
輩
の
よ
し
。
然
し
、
目
に
余
る
外
人
達
を
看
護
さ
る
ゝ
方
々
の
尽
力
周
旋

は
、
誠
に
大
骨
折
の
事
と
、
一
見
し
て
其
行
届
き
し
に
感
心
せ
り

こ
こ
か
ら
は
、
官
庁
の
手
が
よ
く
行
き
届
い
て
日
々
の
食
事
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
、
清

国
人
た
ち
が
散
歩
、
彫
刻
、
将
棋
、
笛
吹
き
な
ど
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
時
間
を
過
し
て
い
る

こ
と
、
自
分
で
洗
濯
や
衣
服
の
繕
い
物
、
ち
ょ
っ
と
し
た
調
理
な
ど
を
し
て
い
る
こ
と
、
多

少
の
諍
い
は
あ
る
も
の
の
全
体
に
は
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
読
み
取
れ
る
。
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函
館
の
住
民
と
の
接
触
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
七
月
十
五
日
付
の
同
紙
記
事
は
そ
の
一
端
を

伝
え
る
。

◯
竹
細
工
の
鳥
　
彼
の
漂
流
支
那
人
の
う
ち
に
は
、
彫
刻
其
他
色
々
の
手
細
工
に
奇
〔
マ
マ
〕用

な
る
者
も
尠
な
か
ら
ぬ
か
中
に
、
此
頃
其
一
人
が
竹
に
て
小
鳥
を
往
来
中
に
て
人
の
見

る
間
に
拵
へ
る
が
、
ほ
ん
の
つ
ま
ら
な
き
小
供
の
玩
器
に
過
き
ざ
る
物
な
る
が
、
羽
翼

口
嘴
等
格
好
悉
く
備
り
、
な
か
〳
〵
略
に
し
て
巧
の
物
な
る
に
ぞ
、
見
物
は
争
ツ
て
之

を
購
ひ
、
一
箇
壱
銭
に
て
余
程
能
く
売
〔
る
〕
と
の
事
、
一
寸
し
た
事
で
も
器
用
な
者

は
思
は
ぬ
徳
〔
マ
マ
〕の
あ
る
者
で
す

手
先
の
器
用
さ
を
発
揮
し
て
往
来
で
竹
細
工
の
鳥
を
作
り
、
販
売
も
し
て
い
る
と
い
う
。

見
る
者
と
の
言
葉
の
や
り
と
り
も
あ
っ
た
ろ
う
。

さ
て
、
待
望
の
迎
え
の
船
は
、
六
月
二
十
四
日
に
函
館
に
入
港
し
た
。
香
港
か
ら
来
た
ト

ラ
イ
ア
ン
フ
号
で
、
そ
の
来
航
を
予
告
し
た
『
函
館
新
聞
』
六
月
十
九
日
付
は
、
七
〇
〇
余

人
全
員
を
乗
せ
て
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
直
航
す
る
よ
う
に
記
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
四
〇
二

名
し
か
乗
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ（

54
）。

残
る
清
国
人
を
乗
せ
る
た
め
の
船
の
用
意
と
、
清
国
人
た
ち
の
北
海
道
滞
在
中
に
か
か
っ

た
経
費
負
担
に
つ
い
て
、
外
務
省
は
駐
日
清
国
公
使
と
交
渉
を
続
け
た（

55
）。
よ
う
や
く
次

の
船
が
来
た
の
は
、
八
月
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

『
函
館
新
聞
』
八
月
十
二
日
付
は
、
一
昨
日
入
港
し
た
香
港
招
商
局
附
属
船
懐
遠
号
が
、

本
日
午
後
清
国
人
を
乗
船
さ
せ
て
香
港
へ
向
け
帰
港
す
る
、
と
報
じ
た（

56
）。
こ
の
二
度
目

の
船
は
、
先
の
船
と
違
っ
て
香
港
に
向
か
っ
た
の
だ
。
も
と
も
と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
向
か
う

つ
も
り
だ
っ
た
乗
客
に
と
っ
て
は
目
的
地
に
は
行
け
ず
引
き
返
す
こ
と
に
な
る
。
先
に
見
た

四
月
二
十
七
日
付
の
小
阿
瀬
の
報
告
に
、
香
港
に
戻
る
な
ら
死
ん
だ
方
が
ま
し
だ
と
言
わ
ん

ば
か
り
の
言
葉
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
、
ど
ち
ら
の
船
に
誰
が
乗
る
の
か

を
ど
う
や
っ
て
決
め
た
の
か
、
当
事
者
た
ち
に
不
満
は
な
か
っ
た
の
か
な
ど
、
気
に
な
る
と

こ
ろ
だ
が
、
こ
う
し
た
点
を
示
す
史
料
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
船
に
乗
ら
な
か
っ
た
清
国
人
が
一
人
い
た
。
徐
晏
波
と
い
う
人
物

だ
。第

一
の
船
の
出
航
後
、
七
月
十
五
日
付
の
『
函
館
新
聞
』
は
、
書
の
揮
毫
で
収
入
を
得
る

彼
の
様
子
を
伝
え
る
次
の
よ
う
な
記
事
と
、
そ
の
広
告
（
図
6
）
を
掲
載
し
た
。

◯
徐
晏
波
　
漂
流
支
那
人
の
な
か
で
学
識
も
あ
り
、
書
に
高
手
な
る
徐
晏
波
は
、
先
頃

迎
ひ
の
船
に
乗
を
く
れ
、
尚
当
港
に
滞
在
し
て
揮
毫
等
の
望
み
に
応
ぜ
し
が
、
前
の
寓

居
恵
比
須
町
の
東
雲
亭
か
ら
、
今
度
都
合
に
よ
つ
て
末
広
町
魁
文
社
の
小
路
古
川
と
い

ふ
宅
へ
移
転
し
、
独
り
同
家
に
居
て
尚
ほ
揮
毫
等
も
す
る
よ
し
。
潤
〔
マ
マ
〕筆
料
等
も
今
日
の

広
告
に
も
あ
り
升
か
ら
、
お
望
の
方
は
直
に
同
家
へ
お
出
に
な
る
と
、
言
葉
が
通
じ
な

く
と
も
委
細
帖
面
に
委
し
き
こ
と
は
認
め
あ
つ
て
、
依
頼
す
る
に
差
支
へ
な
き
と
の
事

で
す
。
同
人
の
書
は
已
に
認
め
し
者
が
余
程
多
く
、
世
間
に
流
伝
し
て
何
れ
も
非
凡
の

出
来
多
し
と
ぞ

前
述
の
よ
う
に
、
幌
泉

村
滞
在
中
の
徐
晏
波
は
、

通
訳
の
趙
仕
蒋
夫
妻
ら
と

と
も
に
、
他
の
多
く
の
清

国
人
と
は
離
れ
て
旅
館
に

滞
在
し
て
い
た
。
メ

リ
ー
・
タ
サ
ム
号
の
雇
い

主
が
旅
人
の
世
話
の
た
め

に
乗
船
さ
せ
た
清
国
人
の

一
人
で
も
あ
っ
た
の
か
。
鉄
道
の
建
設
現
場
で
肉
体
労
働
に
携
わ
る
予
定
だ
っ
た
清
国
人
の

多
く
と
は
、
渡
米
目
的
も
そ
れ
ま
で
の
経
歴
も
異
な
っ
て
い
そ
う
だ
。

『
函
館
新
聞
』
八
月
十
二
日
付
は
、
二
度
目
の
迎
え
の
船
に
一
同
が
乗
り
込
む
の
に
、
徐

晏
波
一
人
が
「
素
と
米
国
へ
赴
く
積
り
に
て
出
立
し
、
今
更
途
中
に
て
帰
国
す
る
も
詮
な
し

図6　徐晏波の揮毫広告　
	 ＊『函館新聞』1882年7月15日付より
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と
て
、
ま
づ
暫
く
日
本
に
滞
留
せ
ん
と
已
に
領
事
の
許
を
得
た
れ
ば
、
当
分
本
港
に
滞
在
し
、

然
る
上
東
京
へ
赴
く
と
い
ふ
」
と
伝
え
る（

57
）。

徐
晏
波
は
そ
の
後
も
ず
っ
と
日
本
国
内
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
だ
。
翌
年
五
月
二
十
六
日
付

の
同
紙
は
、
彼
が
先
頃
新
潟
港
に
赴
き
、
や
は
り
揮
毫
を
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
る（

58
）。

一
八
九
三
年
頃
に
は
私
立
遷
善
学
館
（
所
在
地
未
確
認
）
と
い
う
と
こ
ろ
で
漢
文
と
南
京
官

話
を
教
え
て
い
た（

59
）。
一
八
九
九
年
に
東
京
の
有
隣
堂
が
刊
行
し
た
『
清
国
漆
樹
栽
培
漆

液
掻
取
法
』
の
校
閲
者
と
し
て
も
名
前
が
見
え
る（

60
）。
福
島
県
大
沼
郡
本
郷
村
に
居
住
中

だ
っ
た
一
九
〇
一
年
一
月
十
一
日
に
は
日
本
国
籍
を
取
得
し
、
日
露
戦
争
に
通
訳
と
し
て
従

軍
し
た（

61
）。

メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
に
乗
船
す
る
前
の
彼
の
経
歴
は
把
握
で
き
て
い
な
い（

62
）。
あ
る
い

は
、
清
国
へ
の
帰
国
を
は
ば
か
ら
れ
る
よ
う
な
政
治
的
な
背
景
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
た
ま
た
ま
遭
遇
し
た
座
礁
事
故
が
彼
の
人
生
の
分
岐
点
に
な
っ
た
の
は
確

か
だ
と
思
わ
れ
る
。

答
え
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
期
待
し
に
く
い
が
、
他
の
乗
員
た
ち
の
人
生
に
こ
の
事
故
が
ど

ん
な
意
味
を
も
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
を
抱
き
続
け
た
い
。

（
三
）
経
費
の
精
算

日
本
国
内
で
の
英
国
船
の
海
難
事
故
に
と
も
な
う
経
費
負
担
に
つ
い
て
日
本
政
府
は
、
遭

難
者
救
助
に
要
す
る
衣
類
や
食
料
・
移
動
・
溺
死
者
の
遺
体
の
収
容
・
負
傷
者
の
治
療
や
死

者
の
埋
葬
は
英
国
政
府
の
負
担
、
遭
難
場
所
に
日
本
の
官
吏
や
警
察
官
な
ど
が
出
張
し
た
り
、

遭
難
者
を
護
送
す
る
旅
費
な
ど
は
日
本
政
府
の
負
担
（
英
国
内
で
の
日
本
船
の
海
難
の
場
合

は
そ
の
逆
）、
と
英
国
政
府
と
取
り
決
め
、
各
府
県
に
伝
え
て
い
た（

63
）。
札
幌
県
や
函
館

県
が
支
出
し
た
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
の
事
故
に
と
も
な
う
経
費
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
外
務

省
は
こ
れ
に
沿
っ
て
処
理
し
よ
う
と
し
た
。
が
、
駐
日
英
国
公
使
館
は
、
清
国
人
乗
客
に
関

わ
る
分
の
経
費
に
つ
い
て
は
関
与
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

船
長
ら
船
員
の
食
費
や
宿
泊
費
、
船
長
が
各
所
に
連
絡
す
る
た
め
に
使
用
し
た
通
信
費
や

旅
費
な
ど
（
表
4
の
「
船
長
請
求
費
」
の
分
）
は
、
七
月
に
は
日
本
側
に
支
払
わ
れ
た
が
、

清
国
人
た
ち
の
滞
在
に
関
わ
る

分
は
な
か
な
か
支
払
わ
れ
な

か
っ
た（

64
）。
六
月
二
十
一
日

付
で
函
館
県
が
外
務
省
に
報
告

し
た
と
こ
ろ
で
は
、
札
幌
県
が

立
て
替
え
て
い
る
幌
泉
滞
在
諸

費
九
三
七
七
円
一
五
銭
六
厘
、

函
館
県
が
立
て
替
え
て
い
る
明

治
丸
船
中
か
ら
六
月
十
九
日
ま

で
の
諸
費
二
八
四
七
円
七
〇
銭

二
厘
が
未
精
算
だ
と
記
し
て
い

る（
65
）。

そ
も
そ
も
の
問
題
は
、
こ
れ

ら
の
経
費
を
誰
が
負
担
す
る
か
、

だ
っ
た
。
四
月
段
階
に
は
、
マ

デ
ィ
ソ
ン
商
会
か
ら
遭
難
し
た

乗
客
の
取
扱
い
方
針
に
つ
い
て

問
合
せ
を
受
け
た
雇
い
主
が
、

資
力
が
な
い
の
で
そ
の
件
に
関

す
る
費
用
は
負
担
し
か
ね
る
と

答
え
て
い
た（

66
）。
で
あ
れ
ば
、

少
な
く
と
も
一
時
的
に
は
清
国
政
府
が
肩
代
わ
り
し
て
ほ
し
い
、
と
日
本
の
外
務
省
は
清
国

公
使
館
と
か
け
あ
っ
た
が
、
は
か
ば
か
し
い
答
え
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
清
国
政

府
の
支
払
い
を
受
け
た
外
務
省
か
ら
函
館
県
経
由
で
札
幌
県
が
九
三
七
七
円
余
を
受
け
取
っ

て
精
算
が
終
了
し
た
の
は
、
十
二
月
末
だ
っ
た（

67
）。

迎
え
の
船
が
滞
っ
た
点
も
含
め
、
こ
の
遭
難
事
件
に
関
し
て
、
船
の
雇
い
主
や
清
国
政
府

の
動
き
は
鈍
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

表4　札幌県が立て替えた経費（6月初めまでの分）

船長請求費
363円691 薪炭、乗組員薬価、賄料、電信料ほか
38.4ドル 　

清国請求費 25円550 船長らの移動の馬、賄料ほか

広東人移転費 39円590 破船場より幌泉村へ移転時、草履610足、渡船3艘、馬6
頭ほか

同治療費 8円475 21人分
同埋葬費 49円825 曽恩30円395、羅卓軒19円430
趙仕蒋外2名賄料 86円000 趙仕蒋夫妻と徐晏波分
同馬代 4円200 　

広東人食料 9,074円716 4/10～6/1、53日間、739名賄料（23銭29/1日1人。死亡
者分は生存中分）

広東人乗組船艀賃 88円800 　

計
9,740円847 　

38.4ドル 　
出典：『札幌県治類典　明治十七年十月　外事第一』（簿書8702、2件目）
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三
　
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
は
な
ぜ
津
軽
海
峡
を
通
っ
た
の
か
？

メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
の
座
礁
事
件
に
私
が
興
味
を
抱
く
理
由
の
一
つ
は
、
香
港
か
ら
米
国

西
海
岸
へ
と
向
か
っ
た
こ
の
船
が
、
津
軽
海
峡
を
通
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
に
あ
る
。
史
料

中
に
は
長
崎
寄
港
後
の
経
路
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
や
座
礁
地
点
と

の
位
置
関
係
を
考
え
る
と
、
日
本
海
と
津
軽
海
峡
を
通
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ

は
私
に
は
意
外
だ
っ
た
。
船
は
な
ぜ
津
軽
海
峡
を
通
っ
た
の
か
。

こ
の
点
を
考
え
る
と
き
、
頭
の
中
の
地
図
を
ま
ず
は
見
直
し
て
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
私
の

場
合
、
な
ぜ
津
軽
海
峡
を
通
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
、
こ
の
経
路
は
遠
回
り
だ
と
い
う
認

識
か
ら
来
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
日
本
列
島
の
太
平
洋
側
を
通
っ
た
方
が
近
い
の
で
は
な
い

か
、
と
。
実
は
、
こ
の
認
識
が
そ
も
そ
も
誤
っ
て
い
る
。
地
球
は
球
体
で
あ
り
、
香
港
と

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
結
ぶ
直
線
は
、
日
本
海
そ
し
て
津
軽
海
峡
付
近
を
通
る
。
津
軽
海
峡
経
由

は
実
は
最
短
距
離
な
の
だ
。
函
館
で
活
動
し
た
英
国
商
人
ト
ー
マ
ス
・
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
は
、

一
八
八
三
年
の
文
章
で
、
津
軽
海
峡
は
上
海
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
を
結
ぶ
最
短
経
路
に

当
る
こ
と
を
根
拠
に
、
函
館
が
両
港
間
の
汽
船
航
路
に
と
っ
て
最
良
の
石
炭
補
給
地
に
な
る

と
思
わ
れ
る
、
と
記
す（

68
）。

し
か
し
、
最
短
距
離
が
一
般
的
な
航
路
だ
と
は
限
ら
な
い
。
寄
港
地
と
の
兼
ね
合
い
や
潮

流
な
ど
と
の
関
係
、
安
全
性
や
慣
れ
と
い
っ
た
要
素
も
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

香
港
な
ど
中
国
大
陸
南
岸
と
米
国
西
海
岸
を
往
き
来
す
る
船
の
多
く
は
、
ど
こ
を
通
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。

い
く
つ
か
の
素
材
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

第
一
に
、
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
自
体
に
関
わ
る
史
料
か
ら
。
ゴ
ー
レ
イ
船
長
の
乗
っ
た
メ

リ
ー
・
タ
サ
ム
号
は
、
座
礁
の
前
年
一
八
八
一
年
の
十
月
十
五
日
、
開
拓
使
が
発
注
し
た
鉄

道
建
設
用
の
器
械
類
を
積
ん
で
小
樽
港
に
入
港
し
た（

69
）。
そ
の
際
に
交
流
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
、
十
二
月
二
十
六
日
付
で
ゴ
ー
レ
イ
船
長
は
開
拓
使
御
雇
い
外
国
人
B
・
C
・
カ
ッ

タ
ー
に
書
簡
を
送
っ
た（

70
）。
記
し
た
の
は
、
長
崎
か
ら
一
八
〇
英
里
の
地
点
だ
と
い
う
。

こ
の
文
面
か
ら
船
の
状
況
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

乗
組
員
一
同
は
月
極
め
で
雇
わ
れ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
航
海
中
。
七
〇
〇
名
の
旅
客

は
全
員
中
国
人
で
、
汚
れ
て
不
潔
。
今
回
は
前
途
が
長
い
航
海
な
の
で
長
崎
に
寄
り
、
水
と

石
炭
を
積
み
込
ん
だ
。
北
海
道
を
離
れ
て
か
ら
長
崎
・
チ
ン
キ
ヤ
ン
・
ワ
ン
ポ
ー
・
広
東
・

香
港
な
ど
を
巡
っ
た
。
旅
客
積
込
み
は
雇
主
に
と
て
も
格
別
の
費
用
が
か
か
る
の
で
、
ぜ
ひ

二
回
は
航
海
す
る
の
が
得
策
。
帰
路
は
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
港
を
経
て
香
港
に
行
く
予
定
。

こ
こ
か
ら
は
、
こ
の
時
も
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
が
七
〇
〇
名
規
模
の
中
国
人
を
乗
せ
て
、

香
港
か
ら
長
崎
経
由
で
北
米
西
海
岸
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
長
崎
を
出
て
か
ら

ど
こ
を
通
る
か
に
つ
い
て
記
述
は
な
い
。
復
路
に
つ
い
て
は
ホ
ノ
ル
ル
経
由
と
あ
り
、
位
置

関
係
を
考
え
る
と
津
軽
海
峡
経
由
で
は
な
く
日
本
列
島
の
太
平
洋
岸
を
通
り
そ
う
だ
。

も
う
一
つ
、
ゴ
ー
レ
イ
船
長
が
座
礁
事
故
の
後
、
札
幌
県
に
対
し
て
救
護
な
ど
へ
の
礼
を

述
べ
た
書
簡
中
に
、
海
図
に
従
っ
て
襟
裳
岬
よ
り
一
八
〜
二
〇
英
里
の
航
路
を
と
っ
た
つ
も

り
だ
っ
た
が
座
礁
し
た
、
こ
れ
は
手
元
の
海
図
に
そ
れ
だ
け
の
誤
差
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、

と
記
し
て
い
る（

71
）。
こ
こ
か
ら
は
、
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
の
乗
組
員
に
と
っ
て
津
軽
海
峡

経
由
が
通
り
慣
れ
た
航
路
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

経
済
的
な
利
益
を
追
求
す
る
立
場
か
ら
米
国
と
広
東
地
方
を
往
復
す
る
回
数
を
増
や
し
た

い
欲
求
を
背
景
に
、
一
八
八
一
年
十
月
に
小
樽
な
ど
に
来
港
し
た
経
験
か
ら
日
本
海
・
津
軽

海
峡
航
路
の
利
便
性
に
関
心
を
高
め
、
慣
れ
な
い
航
路
を
と
っ
て
み
て
事
故
に
遭
っ
た
、
と

い
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
に
、
北
米
へ
の
中
国
人
労
働
者
の
移
動
に
つ
い
て
の
研
究
書
は
ど
う
だ
ろ
う
。
今
の

と
こ
ろ
私
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
範
囲
で
は
、
移
動
の
始
点
と
終
点
に
つ
い
て
記
す
も
の
は

多
い
が
、
そ
の
間
の
経
路
に
つ
い
て
の
記
述
は
乏
し
く
、
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
。

第
三
に
、
当
時
の
日
本
政
府
の
公
文
書
は
ど
う
か
。
こ
こ
で
も
、
津
軽
海
峡
を
通
る
外
国

船
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
約
し
た
文
書
は
見
当
ら
な
い
。
外
務
省
外
交
史
料
館
が
所
蔵
す
る

明
治
期
に
日
本
領
海
内
で
起
き
た
外
国
船
の
海
難
事
故
に
関
す
る
文
書
を
見
た
と
こ
ろ（

72
）、

一
八
九
五
年
一
月
に
、
米
国
か
ら
帰
国
す
る
清
国
人
一
九
〇
名
ほ
か
を
乗
せ
た
米
国
船
シ

テ
ィ
・
オ
ブ
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
号
が
、
鹿
児
島
県
川
辺
郡
西
南
の
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た

事
故
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
横
浜
に
寄
港
し
て
長
崎
に
向
か
う
途
中
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の
事
故
で
、
日
本
海
経
由
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

た
だ
、
こ
れ
ら
外
交
文
書
の
調
査
か
ら
は
、
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
の
事
故
は
、
明
治
期
に

日
本
の
領
海
内
で
起
き
た
外
国
船
の
海
難
事
故
の
中
で
、
突
出
し
て
多
く
の
外
国
人
が
乗
っ

て
い
た
も
の
だ
と
わ
か
っ
た（

73
）。
他
の
事
故
は
、
ほ
と
ん
ど
は
十
数
名
か
ら
多
く
て
五
〇

名
規
模
に
過
ぎ
な
い
。
遭
難
者
の
数
の
多
さ
は
、
こ
の
一
件
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
明
記
し

て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
詳
し
く
は
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
メ
リ
ー
・
タ
サ
ム
号
の
座
礁
事
件
に
つ
い
て

基
本
的
事
実
を
整
理
し
て
き
た
。

こ
の
船
は
、
香
港
か
ら
長
崎
に
寄
港
し
て
北
米
西
海
岸
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
て
い

た
。
乗
員
の
多
く
は
広
東
地
方
出
身
の
清
国
人
（
中
国
人
）
で
、
鉄
道
建
設
の
現
場
で
の
労

働
が
渡
航
目
的
だ
っ
た
。

船
は
津
軽
海
峡
を
通
過
し
た
後
、
深
い
霧
の
な
か
で
進
路
を
誤
っ
て
襟
裳
岬
近
く
に
座
礁

し
た
。
乗
員
は
全
員
無
事
に
上
陸
し
、
乗
組
員
は
座
礁
地
点
の
側
に
滞
在
を
続
け
る
一
方
、

清
国
人
た
ち
は
上
陸
か
ら
二
日
後
に
は
幌
泉
村
に
移
さ
れ
、
住
民
の
家
に
分
か
れ
て
宿
泊
し

た
。
座
礁
当
初
か
ら
地
元
在
勤
の
役
人
た
ち
や
住
民
た
ち
が
救
助
や
食
料
の
提
供
に
携
わ
っ

た
。札

幌
県
や
函
館
県
の
働
き
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遭
難
者
た
ち
を
迎
え
る
船
は
な
か
な

か
来
ず
、
遭
難
者
や
住
民
に
は
不
平
や
苛
立
ち
が
募
っ
た
。
清
国
人
内
部
で
の
軋
轢
は
特
に

深
刻
で
、
暴
力
沙
汰
ま
で
発
生
し
た
。

座
礁
か
ら
お
よ
そ
五
〇
日
後
、
日
本
政
府
が
用
意
し
た
明
治
丸
で
遭
難
者
た
ち
は
函
館
に

移
さ
れ
た
。
や
が
て
、
清
国
人
の
う
ち
の
四
〇
〇
名
ほ
ど
は
第
一
の
迎
え
の
船
で
も
と
も
と

の
目
的
地
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
向
か
っ
た
が
、
第
二
の
船
で
残
り
は
香
港
に
戻
さ
れ
た
。

第
一
段
階
で
は
幌
泉
か
ら
、
第
二
段
階
で
は
函
館
か
ら
、
遭
難
者
た
ち
を
移
動
さ
せ
る
た

め
の
船
の
来
航
が
滞
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
遭
難
者
の
数
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
、
座
礁

地
点
が
交
通
や
通
信
が
不
便
な
場
所
だ
っ
た
こ
と
、
船
の
雇
主
や
清
国
政
府
の
動
き
が
鈍

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
一
件
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。
個
人
的
に
は
津
軽
海
峡
に
つ
い
て
、
南
北
の

陸
地
を
分
け
隔
て
る
面
や
、
南
北
の
陸
地
を
つ
な
ぐ
海
の
道
と
い
う
面
を
意
識
し
て
き
た
の

だ
が
、
東
（
中
国
や
極
東
ロ
シ
ア
）
と
西
（
北
米
）
を
結
ぶ
通
路
と
い
う
面
も
あ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
海
産
物
交
易
を
通
し
た
近
現
代
の
蝦
夷
地
・
北
海
道
と
中
国

大
陸
と
の
つ
な
が
り
、
オ
ッ
ト
セ
イ
や
ラ
ッ
コ
な
ど
の
狩
猟
を
通
し
た
北
米
大
陸
西
岸
諸
港

か
ら
千
島
・
サ
ハ
リ
ン
を
経
て
北
海
道
や
東
北
太
平
洋
岸
と
の
つ
な
が
り
な
ど
に
加
え
、
も

う
一
つ
の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
だ（

74
）。

襟
裳
岬
、
津
軽
海
峡
、
函
館
、
そ
し
て
北
海
道
を
、
よ
り
広
い
視
野
で
眺
め
た
い
。

謝
辞本

稿
作
成
の
た
め
の
史
料
閲
覧
に
つ
い
て
、
北
海
道
立
文
書
館
・
北
海
道
立
図
書
館
・
外

務
省
外
交
史
料
館
・
函
館
市
中
央
図
書
館
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
校
正
中
に
は
え
り

も
町
郷
土
資
料
館
中
岡
利
泰
氏
の
ご
案
内
に
よ
り
座
礁
地
点
付
近
を
実
見
す
る
機
会
を
得
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

本
稿
の
一
部
に
、
J
S
P
S
科
研
費
（
基
盤
C
）
1
6
K
0
3
0
6
6
の
成
果
を
使
用
し

た
。

註（
1
）『
新
北
海
道
史
年
表
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、一
九
八
九
年
）、二
四
一
頁
。

（
2
）『
増
補
え
り
も
町
史
』（
え
り
も
町
役
場
、二
〇
〇
一
年
）、一
〇
二
九
頁
。

（
3
）こ
う
し
た
視
点
を
私
に
教
え
て
く
れ
た
研
究
と
し
て
、第
一
に
、漂
着
船
の
記
録
か
ら
近
世
の
書
籍

（
漢
籍
）輸
入
を
探
っ
た
大
庭
脩
氏
の
研
究
、第
二
に
、一
八
七
七
年
十
一
月
に
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク

か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
向
か
う
途
中
で
瀬
棚
沖
に
座
礁
し
た
ロ
シ
ア
軍
艦
ア
レ
ウ
ト
号
、お
よ

び
一
九
三
九
年
十
二
月
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
の
猿
払
村
に
座
礁
し
た
ロ
シ
ア
船
イ
ン
デ
ィ
ギ
ル
カ

号
に
つ
い
て
の
原
暉
之
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。大
庭
脩『
漂
着
船
物
語
―
江
戸
時
代
の
日
中
交

流
』（
岩
波
新
書
、二
〇
〇
一
年
）、原
暉
之「
ア
レ
ウ
ト
号
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ギ
ル
カ
号
ま
で
―
近
現
代
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に
お
け
る
北
海
道
と
ロ
シ
ア
極
東
の
交
流
史
か
ら
」、札
幌
学
院
大
学
人
文
学
部
編『
北
海
道
と
ロ

シ
ア
』（
札
幌
学
院
大
学
、二
〇
〇
〇
年
）お
よ
び『
イ
ン
デ
ィ
ギ
ル
カ
号
の
悲
劇
―
一
九
三
〇
年
代

の
ロ
シ
ア
極
東
』（
筑
摩
書
房
、一
九
九
三
年
）。私
自
身
、こ
れ
ら
の
研
究
に
刺
激
を
受
け
、函
館
を

中
継
点
と
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
と
サ
ハ
リ
ン
北
部
の
漁
場
を
行
き
来
す
る
朝
鮮
人
労
働
者
に
つ

い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。「
ロ
シ
ア
領
事
館
前
の
朝
鮮
人
座
り
込
み
」『「
函
館
と
ロ
シ
ア
の
交
流
」

函
館
日
ロ
交
流
史
研
究
会
創
立
十
周
年
記
念
誌
』（
函
館
日
ロ
交
流
史
研
究
会
、二
〇
〇
四
年
）。

（
4
）一
八
八
二
年
四
月
十
一
日
付
、宮
古
丑
五
郎
よ
り
札
幌
県
令
調
所
広
丈
宛
、「
英
国
船
難
破
顛
末
橋

爪
警
部
上
申
其
外
回
付
ノ
件
」『
公
文
録
　
難
破
船
　
明
治
十
五
年
自
七
月
至
十
月
』札
幌
県
警
察

本
署（
簿
書
七
三
四
五
、二
件
目
）。以
下
末
尾
の
括
弧
内
に「
簿
書
」と
し
て
示
す
の
は
北
海
道
立
文

書
館
所
蔵

（
5
）同
年
四
月
十
一
日
付
、林
重
次
郎
よ
り
札
幌
県
令
調
所
広
丈
宛
、同
前
所
収
。

（
6
）同
年
六
月
一
日
付
、歌
別
外
二
ヶ
村
兼
小
越
村
戸
長
蛯
子
源
次
郎
よ
り
札
幌
県
令
調
所
広
丈
宛
、同

前
所
収
。

（
7
）同
年
四
月
十
四
日
付
、佐
藤
大
書
記
官
よ
り
時
任
為
基
宛
電
信
ほ
か
、「
汽
船
タ
サ
ム
号
難
破
ニ
係

ル
諸
往
復
ノ
件
」『
札
幌
県
治
類
典 

外
事 

合
二
冊
　
其
一 

明
治
十
七
年
十
月
』札
幌
県
庶
務
課（
簿

書
八
七
〇
二
、二
件
目
）。

（
8
）同
年
四
月
十
七
日
付
、県
令
代
理
大
書
記
官
佐
藤
秀
顕
よ
り
船
長
ジ
ョ
ン
・
ゴ
ウ
レ
イ
宛
、お
よ
び

四
月
二
十
七
日
、佐
藤
大
書
記
官
よ
り
調
所
県
令
宛
電
信
、同
前
所
収
。

（
9
）函
館
県
の
対
応
に
つ
い
て
は
、「
英
国
汽
船
メ
リ
ー
ダ
ザ
ム
号
北
海
道
幌
泉
ニ
於
テ
困
難
乗
組
人
救

助
ノ
件
　
但
七
百
名
ノ
内
清
国
人
六
百
名
」『
困
難
船
及
漂
民
救
助
雑
件
／
英
国
之
部
　
第
六
巻
』

外
務
省
外
交
史
料
館（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ーB11092979400

）ほ
か
に
よ
る
。

（
10
）一
八
八
二
年
四
月
十
九
日
夜
、幌
泉
出
張
五
等
属
小
阿
瀬
克
明
よ
り
佐
藤
大
書
記
官
宛
、前
掲『
札

幌
県
治
類
典 

外
事 

合
二
冊
　
其
一 

明
治
十
七
年
十
月
』（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件
目
）所
収
。

（
11
）同
年
五
月
二
十
九
日
付
、幌
泉
出
張
五
等
属
小
阿
瀬
克
明
よ
り
札
幌
県
大
書
記
官
佐
藤
秀
顕
宛
、同

前
所
収
。

（
12
）同
年
四
月
二
十
二
日
付
、小
越
村
出
張
五
等
属
小
阿
瀬
克
明
よ
り
佐
藤
大
書
記
官
宛
、同
前
所
収
。

（
13
）「
明
治
十
五
年
四
月
／
広
東
人
姓
名
簿
／
幌
泉
警
察
署
」、前
掲『
公
文
録
　
難
破
船
　
明
治
十
五
年

自
七
月
至
十
月
』（
簿
書
七
三
四
五
、二
件
目
）。

（
14
）可
児
弘
明『
近
代
中
国
の
苦
力
と「
豬
花
」』（
岩
波
書
店
、一
九
七
九
年
）第
Ⅰ
章
。

（
15
）（
10
）と
同
じ
。

（
16
）以
下
、広
東
地
方
か
ら
北
米
へ
の
移
民
労
働
の
歴
史
に
つ
い
て
、可
児
前
掲
書
の
ほ
か
、胡
垣
坤
・
譚 

雅
倫
・
曽
露
凌
編（
村
田
雄
二
郎
・
貴
堂
嘉
之
訳
）『
カ
ミ
ン
グ
・
マ
ン
―
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
政
治

諷
刺
漫
画
の
な
か
の
中
国
人
』（
平
凡
社
、一
九
九
七
年
）を
参
照
。な
お
、ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
札
幌
市

は
、一
九
五
九
年
に
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
。

（
17
）一
八
八
二
年
五
月
六
日
付
、幌
泉
村
出
張
五
等
属
小
阿
瀬
克
明
よ
り
札
幌
県
佐
藤
大
書
記
官
宛
、前

掲（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件
目
）所
収
。

（
18
）一
八
八
二
年
五
月
二
十
三
日
付
、油
駒
村
破
船
場
に
て
小
阿
瀬
五
等
属
よ
り
佐
藤
大
書
記
官
宛
、同

前
所
収
。

（
19
）同
前
。

（
20
）（
11
）と
同
じ
。

（
21
）（
18
）と
同
じ
。

（
22
）同
年
五
月
五
日
付
、小
越
村
出
張
小
阿
瀬
五
等
属
よ
り
佐
藤
大
書
記
官
宛
、前
掲（
簿
書

八
七
〇
二
、二
件
目
）所
収
。

（
23
）同
年
五
月
十
五
日
付
、小
越
村
出
張
小
阿
瀬
五
等
属
よ
り
佐
藤
大
書
記
官
宛
、同
前
所
収
。

（
24
）え
り
も
町
教
育
委
員
会『
潮
風
と
と
も
に
―
え
り
も
昔
語
り
記
録
集
』（
え
り
も
昔
語
り
を
記
録
す

る
会
、二
〇
〇
七
年
）一
五
一-

一
五
二
頁
。

（
25
）（
10
）と
同
じ
。

（
26
）同
年
四
月
十
九
日
、函
館
時
任
よ
り
上
野
外
務
大
輔
宛
、前
掲
外
交
文
書
所
収
。

（
27
）同
年
四
月
二
十
二
日
付
、外
務
卿
井
上
馨
よ
り
工
部
卿
佐
々
木
高
行
宛
、同
前
所
収
。

（
28
）東
京
海
洋
大
学
に
現
存
し
、公
開
も
し
て
い
る
。
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（
29
）一
八
八
二
年
四
月
二
十
二
日
付
、小
越
村
出
張
五
等
属
小
阿
瀬
克
明
よ
り
佐
藤
第
書
記
官
宛
、前
掲

（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件
目
）所
収
。

（
30
）同
年
四
月
二
十
一
日
、上
野
外
務
大
輔
よ
り
函
館
時
任
県
令
宛（
電
信
）、前
掲
外
交
文
書
所
収
。

（
31
）同
年
四
月
二
十
七
日
付
、小
阿
瀬
五
等
属
よ
り
佐
藤
大
書
記
官
宛
、前
掲（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件

目
）所
収
。

（
32
）同
年
五
月
一
日
、外
務
省
よ
り
函
館
県
令
宛（
電
信
）、前
掲
外
交
文
書
所
収
。

（
33
）可
児
前
掲
三
八-

四
〇
頁
。

（
34
）一
八
八
二
年
五
月
三
日
付
、油
駒
破
船
場
小
阿
瀬
克
明
よ
り
幌
泉
警
察
署
宛
、前
掲（
簿
書

八
七
〇
二
、二
件
目
）所
収
。

（
35
）同
年
五
月
十
二
日
付
、函
館
県
よ
り
外
務
省
宛
電
信
、前
掲
外
交
文
書
所
収
。

（
36
）同
年
五
月
十
五
日
、外
務
卿
よ
り
函
館
県
令
宛
電
信
、前
掲
外
交
文
書
所
収
。

（
37
）（
11
）と
同
じ
。

（
38
）「
灯
台
局
附
属
船
明
治
丸
幌
泉
ヨ
リ
函
館
迄
英
国
籍
破
船
元
乗
組
員
七
〇
〇
余
名
ヲ
塔
載
護
送
ニ

付
護
送
用
ノ
為
階
子
及
厠
等
仮
設
ノ
件
」『
官
省
来
文
移
録
　
共
四
　
甲
　
自
第
一
至
二
百
　
明
治

十
五
年
』函
館
県
庶
務
課（
簿
書
七
五
一
七
、一
六
五
件
目
）。
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（
39
）一
八
八
二
年
五
月
三
十
一
日
午
後
、幌
泉
村
出
張
五
等
属
小
阿
瀬
克
明
よ
り
札
幌
県
佐
藤
大
書
記

官
宛
、前
掲（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件
目
）所
収
。

（
40
）同
年
六
月
二
日
、函
館
県
令
よ
り
外
務
省
宛
電
信
、前
掲
外
交
文
書
所
収
ほ
か
。

（
41
）「
難
船
人
警
護
ノ
為
函
館
巡
査
出
張
ノ
義
上
申
其
ノ
外
ノ
件
」前
掲『
公
文
録
　
難
破
船
　
明
治

十
五
年
自
七
月
至
十
月
』（
簿
書
七
三
四
五
、四
件
目
）。

（
42
）一
八
八
二
年
五
月
、幌
泉
郡
幌
泉
村
出
張
札
幌
県
五
等
属
小
阿
瀬
克
明
よ
り
同
郡
同
村
出
張
函
館

県
御
用
係
長
岡
照
止
宛
、前
掲（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件
目
）所
収
。

（
43
）（
22
）と
同
じ
。

（
44
）同
年
六
月
十
七
日
付
、英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
よ
り
外
務
卿
井
上
馨
宛
、前
掲
外
交
文
書
所
収
。

（
45
）同
年
六
月
二
十
八
日
付
、油
駒
村
破
船
場
出
張
五
等
属
小
阿
瀬
正
明
よ
り
幌
泉
警
察
署
宛
、お
よ
び

同
年
九
月（
日
欠
）付
、幌
泉
郡
歌
別
外
二
村
戸
長
蛯
子
源
次
郎
よ
り
札
幌
県
外
事
係
五
等
属
小
阿

瀬
正
明
宛
、前
掲（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件
目
）所
収

（
46
）同
年
八
月
三
日
付
、小
越
村
出
張
五
等
属
小
阿
瀬
克
明
よ
り
県
令
代
理
大
書
記
官
佐
藤
秀
顕
宛
、前

掲（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件
目
）所
収
、お
よ
び「
英
国
人
溺
死
」『
函
館
新
聞
』一
八
八
二
年
八
月
六
日

付
ほ
か
。

（
47
）同
年
八
月
三
十
一
日
付
、幌
泉
警
察
署
長
警
部
橋
爪
正
夫
よ
り
札
幌
県
令
調
所
広
丈
宛「
上
申
書
」

（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件
目
）お
よ
び「
英
国
船
破
船
」『
函
館
新
聞
』一
八
八
二
年
九
月
九
日
付
。

（
48
）同
年
十
月
二
日
付
、札
幌
県
令
調
所
広
丈
代
理
同
県
大
書
記
官
佐
藤
秀
顕
よ
り
函
館
県
令
時

任
為
基
宛
、同
前
所
収
。函
館
に
あ
るTodd

の
墓
に
つ
い
て
は
、馬
場
脩『
函
館
外
人
墓
地
』（
図

書
裡
会
、一
九
七
五
年
）三
八
頁
、お
よ
びhttps://w

w
w

.flickr.com
/photos/91810643@

N
08/34887542864

を
参
照
。

（
49
）同
年
九
月
五
日
付
、浦
河
郡
長
山
田
謙
よ
り
五
等
属
小
阿
瀬
克
明
宛
、前
掲（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件

目
）所
収
。

（
50
）前
掲
外
交
文
書
。引
き
上
げ
る
際
、修
理
作
業
に
干
場
を
提
供
し
た
た
め
に
昆
布
採
り
が
で
き
な

か
っ
た
吉
田
岩
松
に「
仮
家
」二
棟
と
椅
子
三
脚
、テ
ー
ブ
ル
一
台
を
引
き
渡
し
た
。札
幌
県
は
こ
れ

に
加
え
て「
手
当
」と
し
て
金
五
円
を
吉
田
に
渡
し
た
。前
掲（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件
目
）に
よ
る
。

（
51
）「
札
幌
県
歌
別
村
海
岸
ヘ
漂
着
ノ
外
国
人
男
屍
体
着
用
ノ
衣
類
及
仮
埋
葬
手
続
等
調
差
進
ノ
件
」

『
府
県
来
文
移
録
　
自
八
〇
一
至
一
〇
〇
八
　
明
治
十
五
年
』函
館
県
庶
務
課（
簿
書

七
五
一
六
、四
八
件
目
）。

（
52
）六
月
六
日
、函
館
県
令
よ
り
外
務
省
宛
、前
掲
外
交
文
書
所
収
。

（
53
）『
新
函
館
市
史
　
第
二
巻
』一
〇
三
二-

一
〇
三
七
頁
。

（
54
）「
漂
流
清
人
」『
函
館
新
聞
』一
八
八
二
年
六
月
十
九
日
付
。六
月
二
十
五
日
、函
館
県
令
よ
り
外
務
省

宛
電
信（
前
掲
外
交
文
書
所
収
）で
は
、船
名
を「
ト
レ
ン
プ
号
」、乗
船
し
た
清
国
人
を
四
〇
〇
名
と

記
す
。

（
55
）前
掲
外
交
文
書
。

（
56
）「
支
那
衆
難
人
迎
船
」『
函
館
新
聞
』一
八
八
二
年
八
月
十
二
日
付
。

（
57
）「
清
客
徐
晏
波
」『
函
館
新
聞
』一
八
八
二
年
八
月
十
二
日
付
。

（
58
）「
徐
晏
波
」『
函
館
新
聞
』一
八
八
三
年
五
月
二
十
六
日
付
。

（
59
）ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ーC06040021700

。

（
60
）初
瀬
川
健
増
著
・
清
人
晏
波
校『
清
国
漆
樹
栽
培
漆
液
掻
取
法
』（
有
隣
堂
、一
八
九
九
年
）。国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
。

（
61
）『
官
報
』第
五
五
五
四
号
、一
九
〇
二
年
一
月
十
一
日
、お
よ
び
宮
森
豊
次
編『
日
露
記
念
福
島
県
軍

人
名
誉
録
　
会
津
一
市
五
郡
之
部
』（
福
島
県
会
津
軍
人
彰
功
社
、一
九
一
一
年
）。同
前
。

（
62
）河
野
常
吉『
北
海
道
史
人
名
字
彙 

上
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、一
九
七
九
年
）は
徐
晏
波
に

つ
い
て
記
述
し
て
い
る
が
、来
道
前
の
経
歴
に
は
言
及
が
な
い（
四
一
八-

四
一
九
頁
）。

（
63
）「
日
英
両
国
船
舶
難
破
救
助
費
用
償
還
方
太
政
官
達
」前
掲『
札
幌
県
治
類
典 

外
事 

合
二
冊
　
其
一 

明
治
十
七
年
十
月
』（
簿
書
八
七
〇
二
、一
件
目
）。

（
64
）乗
組
員
に
関
わ
る
経
費
四
六
九
円
一
五
銭
六
厘
、洋
銀
三
八
ド
ル
四
〇
セ
ン
ト
の
支
払
い
に
つ
い

て「
幌
泉
郡
油
駒
村
沿
岸
ニ
於
テ
難
破
ノ
英
国
船
乗
組
員
並
ニ
船
客
等
ニ
係
ル
経
費
掛
合
越
ノ
件
」

『
府
県
往
文
移
録
　
明
治
十
五
年
』函
館
県
庶
務
課（
簿
書
七
五
二
二
、八
一
件
目
）。

（
65
）一
八
八
二
年
六
月
二
十
一
日
、函
館
県
令
よ
り
外
務
卿
宛
電
信
、前
掲
外
交
文
書
所
収
。

（
66
）同
年
四
月
二
十
八
日
付
、外
務
大
輔
上
野
景
範
よ
り
大
清
国
特
命
全
権
公
使
黎
庶
昌
宛
、前
掲
外
交

文
書
所
収
。

（
67
）同
年
十
二
月
二
十
六
日
付
、函
館
県
令
時
任
為
基
代
理
同
県
大
書
記
官
有
竹
裕
よ
り
札
幌
県
令
調

所
広
丈
代
理
同
県
大
書
記
官
佐
藤
秀
顕
宛
、前
掲（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件
目
）所
収
。

（
68
）ト
ー
マ
ス
・
W
・
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン（
高
倉
新
一
郎
校
訂
、近
藤
唯
一
訳
）『
蝦
夷
地
の
中
の
日
本
』（
八
木

書
店
、一
九
七
九
年
、一
一
頁
）。こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
、ベ
ー
マ
ー
会
上
野
昌
美
氏
の
ご
教
示
に

よ
る
。

（
69
）『
日
誌
　
明
治
十
三
年
三
月
』開
拓
使
札
幌
本
庁
煤
田
開
採
事
務
係
小
樽
出
張
所（
簿
書
三
九
七
六
）

お
よ
び「
鉄
道
用
器
械
小
樽
ヘ
直
輸
ノ
、メ
リ
タ
サ
ン
号
船
長
ヘ
ノ
渡
金
ノ
件
」「
鉄
道
器
械
小
樽
ヘ

直
輸
ノ
、マ
リ
イ
タ
サ
ム
号
用
意
金
、送
金
不
用
ノ
件
」『
略
輯
旧
開
拓
使
会
計
書
類
　
第
四
号
第

八
百
六
十
二
冊
』開
拓
使
東
京
出
張
所
旧
会
計
課（
簿
書
六
七
六
二
、一
二
〇
・
一
三
八
件
目
）。

（
70
）末
尾
に
調
所
県
令
へ
の
挨
拶
を
記
し
て
い
た
の
で
、一
八
八
二
年
一
月
二
十
九
日
付
で
カ
ッ
タ
ー

が
調
所
に
写
し
を
送
っ
た
も
の
。『
雇
外
国
人
よ
り
の
来
翰
』[

開
拓
使
札
幌
本
庁
記
録
課
外
事
係]

（
簿
書
番
外
一
二
）。日
本
語
抄
訳
は「
英
国
汽
船
メ
リ
ー
タ
ー
ト
ム
号
船
長
ジ
ョ
ン
ゴ
ー
レ
イ
ノ
文

書
摘
抄
方
ノ
件
」『
外
国
人
贈
答
録
　
明
治
十
五
年
』開
拓
使
残
務
取
扱
所
旧
札
幌
本
庁
記
録
課
外
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事
係（
簿
書
五
一
七
八
、三
件
目
）。

（
71
）一
八
八
二
年
五
月
三
日
付
、船
長
ジ
ョ
ン
・
ゴ
ー
レ
イ
よ
り
札
幌
副
鎮
台
佐
藤
秀
顕
宛
、英
文
の
原

書
簡
と
と
も
に
前
掲（
簿
書
八
七
〇
二
、二
件
目
）所
収
。

（
72
）外
務
省
記
録
の
う
ち
、第
三
門「
通
商
」、第
六
類「
交
通
及
通
信
」、第
七
項「
水
難
」中
の「
困
難
船
及

漂
民
救
助
雑
件
」の
分
。ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
ウ
ェ
ブ
上
で
も
閲
覧
可
能
。

（
73
）人
数
で
唯
一
上
回
る
も
の
と
し
て
一
八
七
〇
年
六
月
に
八
〇
〇
名
が
乗
船
し
伊
豆
大
島
附
近
で
破

船
し
た
米
国
風
帆
船
ハ
ア
マ
ル
号
が
横
浜
港
に
曳
航
さ
れ
た
事
故
が
あ
る
。乗
員
が
ど
ん
な
人
た

ち
な
の
か
は
不
明
。

（
74
）近
世
・
近
代
の
海
産
物
交
易
史
や
海
獣
猟
史
に
つ
い
て
は
、多
く
の
文
献
が
あ
る
。こ
こ
で
は
、私
個

人
が
関
わ
っ
た
次
の
二
点
の
み
挙
げ
て
お
く
。『
第
56
回
特
別
展
　
北
・
海
・
道
―
海
と
陸
と
人
び
と

―
』（
北
海
道
開
拓
記
念
館
、二
〇
〇
三
年
）、山
田
伸
一「
日
露
戦
争
前
後
に
お
け
る
海
豹
島（
チ
ュ

レ
ニ
ー
島
）」『
北
方
資
源
を
め
ぐ
る
先
住
者
と
移
住
者
の
近
現
代
史
―
北
方
文
化
共
同
研
究
報
告

―
』（
北
海
道
開
拓
記
念
館
、二
〇
一
〇
年
）。
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The British Ship That Ran Aground at Cape Erimo in April 1882

Shin’ichi YAMADA

 

Before dawn on April 10th 1882, the British 
steamship Mary Tatham ran aground at Cape 
Erimo, located at the southernmost point of the 
Hidaka region of Hokkaido. After departing from 
Hong Kong and calling at port in Nagasaki, the 
ship was on its way to Portland on the west coast 
of North America. The crew were nineteen British, 
one German, and nine Chinese stokers. The pas-
sengers were 739 Chinese, including stowaways, 
and two British, who were both stowaways. The 
voyage had been chartered by Liangtaiji, a 
Chinese corporation, for the purpose of carrying 
Chinese from the Guangdong region to work on 
construction of the Northern Pacific Railway.

The shipwrecked crew and passengers came 
ashore and split up, with the crew staying near 
the shipwreck site and the Chinese passengers 
taking refuge at houses in the town of Horoizumi 

(presently the town of Erimo). Despite urgent re-
quests by the prefectural administrations of 
Sapporo and Hakodate to dispatch a rescue 
ship, the castaways were left stranded for con-
siderable time, and discontent built between the 
castaways and local residents. Dissention was 
particularly serious among the Chinese cast-
aways, and there were cases of violence. Two of 
the Chinese castaways perished from illness.

On June 1st, the Japanese government ves-
sel Meiji Maru delivered the castaways to 
Hakodate. Afterward, 402 of the Chinese were 
delivered to Portland on or about June 24th, and 
the remainder of the Chinese were delivered to 
Hong Kong on August 12th.

Efforts to refloat the Mary Tatham failed, and 
the ship sank on August 30th. Eight people per-
ished in these efforts.

NOTES AND SUGGESTIONS

Shin’ichi YAMADA : History Studies Group, Research Division, Hokkaido Museum
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